
79　　『菅家文草』『菅家後集』から見た仏教語・唐代口語の受容　　中山

論
説『

菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
か
ら
見
た
仏
教
語
・
唐
代
口
語
の
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
畳
語
を
例
と
し
て
―

中　

山　

大　

輔

一
、
は
じ
め
に

本
論
は
、
菅
原
道
真
が
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
で
使
用
し
た
漢
語
の
中
か
ら
、
畳
語
の
全
用
例
（
異
な
り
語
数
一
一
七
語
、

延
べ
語
数
二
六
三
例
）
を
取
り
上
げ
、
中
国
宋
代
ま
で
の
漢
詩
漢
文
に
お
け
る
用
例
と
比
較
し
、
ま
た
上
代
・
中
古
前
期
の
本
邦
主

要
漢
文
作
品
の
畳
語
受
容
の
推
移
に
も
触
れ
つ
つ
、
そ
の
日
本
語
史
に
お
け
る
漢
語
受
容
の
一
事
例
と
し
て
考
察
を
加
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
漢
語
畳
語
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
中
山
（
二
〇
二
二
）
に
述
べ
た
と
お
り
、
基
本
的
に
中
国
に
お
け
る
中
国
音
に

基
づ
く
擬
音
語
・
擬
態
語
で
あ
る
ゆ
え
、
本
邦
で
独
自
に
造
語
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
は
稀
な
語
彙
で
あ
り
、
そ
う
し
た
点
か
ら
、
本

邦
で
用
い
ら
れ
た
漢
語
畳
語
は
、
中
国
文
献
に
お
け
る
用
例
か
ら
の
影
響
を
浮
き
彫
り
に
す
る
指
標
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
菅
原
道
真
の
唐
詩
詩
語
受
容
の
正
確
さ
に
つ
い
て
、
既
に
安
部
・
中
山
（
二
〇
一
二
）
に
て
詩
語
「
攲
枕
」
を
取
り
上
げ

て
考
察
し
、
ま
た
唐
か
ら
宋
代
ま
で
の
中
国
に
お
け
る
「
攲
枕
」
の
用
法
変
遷
に
つ
い
て
中
山
（
二
〇
一
四
甲
、
乙
、
二
〇
一
五
）
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に
て
調
査
を
行
っ
た
。
本
論
は
そ
う
し
た
、
語
彙
か
ら
漢
語
受
容
の
変
遷
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
畳
語
に
敷
衍
し
た
も
の
で

あ
る
。

本
論
の
テ
ー
マ
は
長
文
に
な
る
た
め
、
全
体
を
三
つ
の
観
点
か
ら
整
理
・
分
割
し
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
一
つ
目
は
上
代
・

中
古
前
期
の
本
邦
畳
語
使
用
の
概
観
と『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』の
畳
語
を
抽
出
し
た
事
で
見
え
る
特
徴（
中
山（
二
〇
二
二
））、二

つ
目
に
は
道
真
の
畳
語
か
ら
見
え
る
仏
教
語
お
よ
び
唐
代
口
語
の
受
容
の
考
察
（
本
稿
）、
三
つ
目
に
は
道
真
作
品
内
で
の
畳
語
の

実
際
例
の
考
察
お
よ
び
全
体
を
通
し
て
の
考
察
（
予
定
稿
）
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

な
お
、
全
体
の
結
論
と
し
て
以
下
の
三
点
を
示
す
。

○�

上
代
・
中
古
前
期
の
本
邦
漢
詩
文
に
お
い
て
、『
懐
風
藻
』
か
ら
『
経
国
集
』
に
か
け
て
時
代
が
降
る
ほ
ど
畳
語
の
使
用
例
が
増

加
す
る
傾
向
が
あ
る
。

○�

『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
畳
語
一
一
七
語
の
内
、半
数
以
上
の
六
〇
語
が
本
邦
で
の
初
出
例
（『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』

に
よ
る
）
に
な
っ
て
い
る
。

○�

『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
畳
語
に
は
、
唐
代
以
前
の
散
文
を
含
め
た
中
国
文
献
に
用
例
の
無
い
、
独
自
の
語
彙
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
更
に
次
の
点
を
特
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

○�

『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
詩
に
は
、
仏
教
語
や
唐
代
の
口
語
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
語
彙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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二
、
調
査
の
方
針　

―
畳
語
の
特
質
か
ら

中
山
（
二
〇
二
二
）
に
お
い
て
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』（
以
下
『
文
草
』『
後
集
』
と
略
記
す
る
）
の
作
品
中
の
全
畳
語
を

抽
出
し
た
。
そ
の
内
、
特
に
仏
教
語
お
よ
び
中
国
唐
代
の
口
語
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
語
を
認
め
た
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
六
語

（「
在
在
」「
代
代
」「
分
分
」「
略
略
」「
顆
顆
」「
荒
荒
」）
に
つ
い
て
の
考
察
を
報
告
す
る
。
六
語
と
も
『
全
唐
詩
検
索
系
統
』
で
は

四
例
以
下
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
畳
語
で
あ
り
、
こ
の
用
例
数
の
僅
少
さ
は
、『
全
唐
詩
検
索
系
統
』
に
は
全
四
七
、四
四
〇
首�

と
い
う
膨
大
な
数
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
ほ
ぼ
唐
代
で
は
詩
的
な
語
、
い
わ
ゆ
る
詩
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
語
彙
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
各
畳
語
の
『
文
草
』『
後
集
』
例
を
中
国
に
お
け
る
用
例
と
比
較
し
、
そ
の
典
拠
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
き
た
い
。
用

例
の
調
査
方
法
や
、
引
用
文
の
本
稿
に
お
け
る
記
載
等
の
凡
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

《
凡
例
》

○�　

本
稿
に
お
い
て
用
例
の
調
査
や
例
文
の
底
本
と
し
て
用
い
た
資
料
類
に
つ
い
て
は
、
適
宜
以
下
括
弧
内
の
通
り
に
略
記
し
た
。

川
口
久
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
72�

菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』（『
川
口
大
系
』）、『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
第
二
版
）』（『
大
漢
』）、

『
漢
語
大
詞
典
』（『
漢
詞
』）、『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』（『
日
国
』）、『
佩
文
韻
府
』（『
佩
』）、『
全
唐
詩
検
索
系
統
』（『
全

唐
詩
』）、『
唐
宋
詞
全
文
資
料
庫
』（『
唐
宋
詞
』）、『
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
』（『
漢
籍
庫
』）、『
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス�

2018

』（『
大
蔵
経
』）

○�　

各
畳
語
の
『
文
草
』『
後
集
』
と
『
全
唐
詩
』
で
の
用
例
数
（『
全
唐
詩
』
の
用
例
数
に
つ
い
て
は
、
文
字
検
索
に
よ
る
数
で
あ
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り
、
畳
語
で
は
な
い
単
な
る
同
字
連
続
も
含
む
）
を
掲
出
し
、
参
考
ま
で
に
『
文
草
』『
後
集
』
の
例
に
て
各
畳
語
を
訓
読
し
た

際
の
日
本
語
と
し
て
の
品
詞
に
つ
い
て
も
、『
文
草
』『
後
集
』
で
の
各
畳
語
用
例
数
の
下
に
記
し
た
。

○�　

各
畳
語
の『
文
草
』『
後
集
』例
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
た『
大
漢
』、『
漢
詞
』、『
日
国
』に
お
け
る
語
釈
を
抜
粋
し
て
引
用
し
た
。

○�　
『
文
草
』『
後
集
』
の
用
例
は
頭
に
◎
を
、
そ
の
他
の
参
考
用
例
は
頭
に
○
を
付
し
て
掲
出
し
た
。『
文
草
』『
後
集
』
の
用
例
は

『
川
口
大
系
』
の
詩
文
番
号
と
詩
題
を
、
参
考
用
例
は
文
献
名
や
作
者
、
詩
題
・
章
名
等
を
記
し
た
。
詞0

作
品
に
つ
い
て
は
、
作

品
固
有
の
詞
題
の
他
、
丸
括
弧
書
き
で
詞
句
の
型
を
示
す
詞
碑
名
も
記
し
た
。『
川
口
大
系
』
の
詩
文
番
号
に
つ
い
て
は
、
漢
数

字
に
て
表
記
し
（
六
〇
な
ど
）、
特
に
『
文
草
』
巻
七
以
降
の
文
章
篇
作
品
の
番
号
に
は
傍
線
を
付
し
（
六
六
一
な
ど
）、『
後
集
』

作
品
の
番
号
は
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
体
（
四
八
四
な
ど
）
で
記
し
た
。
本
文
中
で
も
『
文
草
』『
後
集
』
作
品
を
指
す
際
、
適
宜
こ
の

詩
文
番
号
を
用
い
た
。

○�　

各
畳
語
の
典
拠
と
な
る
用
例
の
調
査
に
は
、『
大
漢
』、『
漢
詞
』、『
佩
』、『
日
国
』、『
全
唐
詩
』、『
唐
宋
詞
』、『
宋
詩
』、『
漢
籍
庫
』、

『
大
蔵
経
』
を
参
照
し
た
。

○�　

用
例
文
の
前
後
略
等
抜
粋
形
態
に
つ
い
て
は
詩
題
等
の
下
に
記
載
し
た
。
ま
た
、
そ
の
用
例
文
を
各
畳
語
の
例
文
と
し
て
引
用

し
て
い
る
辞
書
類
も
示
し
た
。
今
回
引
用
例
文
の
確
認
を
し
た
辞
書
類
は
『
川
口
大
系
』、『
大
漢
』、『
漢
詞
』、『
佩
』、『
日
国
』

の
五
資
料
で
あ
る
。

○�　

用
例
文
の
底
本
に
つ
い
て
は
、『
文
草
』『
後
集
』
は
『
川
口
大
系
』
を
、『
全
唐
詩
』
に
つ
い
て
は
検
索
結
果
本
文
を
使
用
し
、

そ
の
他
は
［
］
内
に
都
度
底
本
資
料
名
を
示
し
た
。
史
書
の
底
本
と
し
た
［
宋
紹
興
本
］
等
に
つ
い
て
は
、『
漢
籍
庫
』
又
は
『
中

国
哲
学
書
電
子
化
計
画
』
に
よ
り
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
底
本
の
詳
し
い
書
誌
情
報
は
、
稿
末
の
参
考
資
料
欄
を
参
照
さ
れ

た
い
。
訓
読
文
に
つ
い
て
は
例
文
末
に
出
典
を
そ
の
都
度
記
し
、
特
記
の
無
い
も
の
に
つ
い
て
は
筆
者
が
試
み
に
書
き
下
し
た
も
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の
で
あ
る
。
振
り
仮
名
に
つ
い
て
も
、
全
て
出
典
の
通
り
に
引
用
し
た
。

○�　
『
文
草
』『
後
集
』
例
に
つ
い
て
は
、
当
該
畳
語
に
つ
い
て
の
『
川
口
大
系
』
の
頭
注
・
補
注
が
あ
る
場
合
、
用
例
文
の
後
に
掲

出
し
た
。
畳
語
単
独
で
は
な
く
一
句
全
体
に
対
す
る
注
釈
に
つ
い
て
は
（
句
）
と
注
記
し
、
当
該
畳
語
の
解
釈
に
当
た
る
箇
所
に

は
傍
線
を
付
し
た
。

○�　

用
例
文
に
お
け
る
傍
線
や
傍
点
は
、
特
記
の
無
い
限
り
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
節
の
主
題
と
な
る
畳
語
は
太

字
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
た
上
で
直
傍
線
を
付
し
、
そ
の
他
の
注
目
し
た
い
箇
所
に
は
波
傍
線
や
傍
点

0

0

を
付
し
た
。

三
、
仏
教
語
由
来
の
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
畳
語

本
章
で
は
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
畳
語
の
中
で
、
仏
教
語
が
由
来
と
考
え
ら
れ
た
四
語
「
在
在
」「
代
代
」「
分
分
」「
略

略
」
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例
の
詳
解
と
典
拠
に
つ
い
て
述
べ
る
。

三
―
一
、【
在
在
】

　

用
例
数
『
文
草
』
4
例
（
形
容
動
詞
）、『
全
唐
詩
』
3
例

　

辞
書
語
釈
『
大
漢
』「
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
。」、『
漢
詞
』「
処
処
。」、『
日
国
』「
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
村
里
。」

「
在
在
」
は
『
文
草
』
中
、詩
と
文
章
そ
れ
ぞ
れ
に
二
例
ず
つ
、計
四
例
確
認
で
き
た
。
以
下
『
文
草
』
例
を
『
川
口
大
系
』
の
「
菅
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原
道
真
年
表
」
に
従
っ
て
制
作
年
代
順
に
挙
げ
る
。
ま
た
各
作
品
の
制
作
年
も
題
下
に
記
し
た
。

◎
『
文
草
』
六
六
一
「
為
清
和
女
御
源
氏
修
功
徳
願
文
。」（
部
分
）
仁
和
三
（
八
八
七
）
年

松
檟
雖
老
、
泣
血
之
涙
如
昨
。�

松
檟
老
ゆ
と
雖
も
、
泣
血
の
涙
昨
の
ご
と
し
。

仰
願
上
方
下
方
、
若
南
若
北
、�

仰
ぎ
願
は
く
は
上
方
下
方
、
若
南
若
北
、

在
〻
処
〻
、
将
益
荘
厳
。�

在
在
処
処
、
将
に
荘
厳
を
益
さ
む
こ
と
を
。

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
の
訓
点
に
従
い
筆
者
が
試
み
た
。

◎
『
文
草
』
五
二
六
「
書
斎
記
。」（
部
分
）
寛
平
五
（
八
九
三
）
年

又
学
問
之
道
、
抄
出
為
宗
。�
又
、
学
問
の
道
は
、
抄
出
宗
為た

り
、

抄
出
之
用
、
稾
草
為
本
。�

抄
出
の
用
は
、
稾
草
本
為
り
。

余
非
正
平
之
才
、
未
免
停
滞
之
筆
。�

余　

正
平
の
才
に
非
ず
し
て
、
未
だ
停
滞
の
筆
を
免
れ
ず
。

故
此
間
在
〻
短
札
者
、�

故
に
此こ

こ間
に
在
在
の
短
札
は
、

惣
是
抄
出
之
稾
草
也
。�

惣す

べ
て
是
れ
抄
出
の
稾
草
な
り
。

　

※
訓
読
は
『
菅
家
文
草
注
釈　

文
章
篇
第
一
冊
』
に
よ
る
。

◎
『
文
草
』
四
三
三
「
詩
友
会
飲
、
同
賦
鶯
声
誘
引
来
花
下
。」（
後
略
）
寛
平
八
（
八
九
六
）
年

鳥
声
人
意
両
嬌
奢　
　

鳥と
り

の
声こ
ゑ

と
人ひ
と

の
意
こ
こ
ろ
と　

両ふ
た

つ
な
が
ら
嬌お
ご

り
奢ほ
こ

れ
り
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処
〻
相
尋
在
〻
花　
　

処し
よ
し
よ処
に
相あ
ひ
た
づ尋
ぬ　

在ざ
い
ざ
い在
の
花は
な

身
已
遷
喬
来
背
翼　
　

身み

は
已す
で

に
喬た
か

き
に
遷の
ぼ

り　

来き
た

り
て
翼
つ
ば
さ

を
背そ
む

く

道
如
求
友
趁
廻
車　
　

道み
ち

は
友と
も

を
求も
と

む
る
が
如ご
と

く　

趁お

ひ
て
車
く
る
ま

を
廻
め
ぐ
ら

す

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

　
［
頭
注
］（
句
）「
在
在
所
所
の
花
を
尋
ね
て
あ
る
く
。」

◎
『
文
草
』
四
四
八
「
重
陽
侍
宴
、
同
賦
菊
有
五
美
、
各
分
一
字
、
応
製
」（
前
略
）
昌
泰
元
（
八
九
八
）
年
『
日
国
』
所
引

謙
徳
晩
開
秋
月
抄　
　

謙け
ん
と
く徳　

晩
ゆ
ふ
べ

に
開ひ
ら

く　

秋
し
う
ぐ
ゑ
つ月

の
抄す
ゑ

勁
心
寒
立
暁
霜
前　
　

勁け
い
し
む心　

寒さ

え
て
立た

つ　

暁げ
う
さ
う霜

の
前ま
へ

中
流
採
得
嘗
看
後　
　

中ち
う
り
う流

採と

る
こ
と
得え

て
嘗な

め
看み

し
後の
ち

在
〻
群
官
紫
府
仙　
　

在ざ
い
ざ
い在

の
群
ぐ
ん
く
わ
ん官　

紫し

ふ府
の
仙せ
ん

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

　
［�

頭
注�

］（
句
）「
菊
水
の
流
れ
に
沿
う
在
所
在
所
の
人
々
の
よ
う
に
、
今
日
こ
の
宴
に
列
な
る
諸
官
の
方
方
は
、
み
な
菊
花
酒
を

飲
ん
で
身
も
軽
く
な
っ
て
紫
府
の
仙
人
と
な
る
で
あ
ろ
う
。」

以
上
の
四
作
品
の
成
立
順
か
ら
、『
文
草
』
の
「
在
〻
」
は
ま
ず
散
文
（
六
六
一
、五
二
六
）
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
後
、
詩

（
四
三
三
、四
四
八
）
に
応
用
さ
れ
た
畳
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
日
国
』
の
「
在
在
」
の
項
で
は
、
制
作
年
と
し
て
は

最
も
新
し
い
四
四
八
の
用
例
が
本
邦
初
出
例
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
が
、
初
出
と
い
う
点
で
は
六
六
一
の
例
を
掲
出
す
る
べ
き
と
考
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え
ら
れ
る
。

意
味
用
法
と
し
て
は
散
文
と
詩
の
例
で
違
い
は
無
く
、
ほ
ぼ
『
大
漢
』
の
語
釈
「
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
の
意
味
通
り
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
初
例
の
六
六
一
の
み
「
在
〻
処
〻
」
と
四
字
熟
語
の
形
だ
が
、
他
は
「
短
札
」「
花
」「
群
官
」
と
い
ず
れ
も
直
接
名
詞
に

係
る
形
容
動
詞
的
用
法
で
あ
る
。

ま
た
、「
処
処
」
と
の
関
連
で
は
、
六
六
一
「
在
〻
処
〻
」
の
他
、
四
三
三
で
も
「
処
〻
相
尋
在
〻
花
」
と
同
句
中
に
「
処
〻
」

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
在
在
」
と
「
処
処
」
は
『
文
草
』
に
お
い
て
は
関
連
の
深
い
畳
語
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
文
草
』

『
後
集
』
中
に
「
処
処
」
は
こ
の
六
六
一
と
四
三
三
で
の
二
例
し
か
確
認
で
き
ず
、『
文
草
』『
後
集
』
に
お
い
て
「
処
処
」
は
必
ず

「
在
〻
」
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
事
に
な
る
。
た
だ
、『
全
唐
詩
』
に
お
い
て
は
「
在
在
」
と
「
処
処
」
が
同
句
中
、
ま
た
同
作
品

中
と
し
て
も
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
今
回
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、『
文
草
』
に
見
ら
れ
る
こ
の
二
語
の
関
連
は
唐
詩
に
由

来
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
中
国
の
「
在
在
」
例
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
四
三
三
の
「
処
〻
相
尋
在
〻
花
」
句
の
典
拠
と
し
て
、
金
子
（
一
九
七
八
）

に
て
『
白
氏
文
集
』
中
の
一
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
、
確
認
し
て
み
た
い
。

○
『
白
氏
文
集
』
巻
六
〇
「
劉
白
唱
和
集
解
」（
部
分
）［『
新
釈
漢
文
大
系　

白
氏
文
集
十
』］

如
夢
得
（
中
略
）
之
句
之
類
、�

夢
得
の
（
中
略
）
の
句
の
如
き
の
類
は
、

真
謂
神
妙
。
在
在
処
処
、�

真
に
神
妙
と
謂
ふ
べ
し
。
在
在
処
処
、

応
当
有
霊
物
護
之
。�

応ま

さ当
に
霊
物
の
之
を
護
る
こ
と
有
る
べ
し
。
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豈
唯
両
家
子
姪
秘
蔵
而
巳
。�

豈
に
唯
だ
両
家
の
子
姪
の
秘
蔵
す
る
の
み
な
ら
ん
や
。

　

※
訓
読
は
底
本
に
よ
る
。
振
り
仮
名
は
一
部
の
み
。

こ
れ
は
『
劉
白
唱
和
集
』
の
「
解
」（
序
文
）
の
例
で
あ
り
、『
全
唐
詩
』
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
用
例
で
あ
る
。「
在
在
処

処
」
と
四
字
熟
語
で
の
用
例
の
た
め
、『
文
草
』
と
し
て
は
金
子
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
四
三
三
の
「
処
〻
相
尋
在
〻
花
」
よ
り
も
、

六
六
一
の
「
在
〻
処
〻
、
将
益
荘
厳
」
の
典
拠
と
捉
え
た
方
が
よ
り
的
確
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
白
居
易
の
「
在
在
」

例
は
今
回
調
査
し
た
辞
書
類
で
は
引
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、『
文
草
』
の
「
在
〻
」
及
び
「
処
〻
」
の
典
拠
と
し
て
注
目

す
べ
き
用
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
底
本
と
し
て
参
照
し
た
『
新
釈
漢
文
大
系　

白
氏
文
集
十
』
に
は
、
こ
の
「
在
在
処
処
」

の
出
典
に
つ
い
て
特
に
記
載
は
な
か
っ
た
。

次
に
、『
全
唐
詩
』
で
の
「
在
在
」
例
を
確
認
し
て
い
く
が
、
今
回
『
全
唐
詩
』
で
検
索
さ
れ
た
三
例
の
「
在
在
」
例
の
内
、
以

下
に
挙
げ
る
武
元
衡
の
一
例
以
外
は
畳
語
に
な
ら
な
い
、
単
な
る
「
在
」
字
の
連
続
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、『
全
唐
詩
』
に
お
け
る

畳
語
と
し
て
の
「
在
在
」
の
用
例
数
は
、
検
索
結
果
を
三
例
と
し
て
節
頭
で
も
掲
出
し
た
が
、
実
際
は
一
例
の
み
と
な
る
。
以
下
、

唯
一
畳
語
例
と
し
て
確
認
で
き
た
武
元
衡
の
用
例
を
載
せ
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
三
一
七　

武
元
衡
「
春
斎
夜
雨
憶
郭
通
微
」（
全
文
）『
漢
詞
』
所
引

桃
源
在
在
阻
風
塵　
　

桃
源
在
在　

風
塵
を
阻
み

世
事
悠
悠
又
遇
春　
　

世
事
悠
悠
と
し
て
又
春
に
遇
ふ
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雨
滴
間
階
清
夜
久　
　

雨
滴
階
に
間
み　

清
夜
久
し

焚
香
偏
憶
白
雲
人　
　

香
を
焚
き
て
偏
に
憶
ふ　

白
雲
の
人

こ
の
武
元
衡
の
例
は
『
漢
詞
』
の
「
在
在
」
初
例
、
ま
た
『
菅
家
文
草
注
釈　

文
章
篇
第
一
冊
』
で
も
『
文
草
』
五
二
六
「
書
斎

記
。」
中
の
「
在
在
」
の
典
拠
と
し
て
引
か
れ
て
お
り
、「
在
在
」
の
中
国
に
お
け
る
初
例
と
し
て
確
実
な
用
例
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
、
文
法
的
に
は
「
桃
源
在
在
」
で
句
が
切
れ
て
お
り
、
名
詞
的
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
形
容
動
詞
的
な
『
文
草
』
の
用
例

と
は
異
な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
処
処
」
も
伴
わ
な
い
た
め
、『
文
草
』
例
と
の
共
通
点
は
少
な
い
と
言
え
る
。
尚
、
先
述
の
通
り
こ

の
武
元
衡
以
外
の
『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
「
在
在
」
は
、例
え
ば
「
使
君
何
在
在
江
東
（
使
君
何
く
に
か
在
る
、江
東
に
在
り
）」（
白

居
易
「
宿
竇
使
君
荘
水
亭
」）
の
様
に
、
文
脈
・
詩
句
的
に
畳
語
と
は
な
ら
な
い
用
例
で
あ
る
事
が
確
認
で
き
た
。

以
上
、
今
回
の
調
査
で
は
、
先
掲
の
白
居
易
「
劉
白
唱
和
集
解
」
と
、
武
元
衡
「
春
斎
夜
雨
憶
郭
通
微
」
の
二
例
の
他
は
、
道
真

以
前
の
中
国
に
お
け
る
畳
語
の
「
在
在
」
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

た
だ
、
中
国
で
も
後
世
の
例
を
見
る
と
、『
宋
詩
』
に
は
用
例
が
無
か
っ
た
も
の
の
、『
唐
宋
詞
』
に
は
畳
語
と
し
て
の
「
在
在
」

例
が
六
例
（
南
宋
五
例
、
不
詳
一
例
）
確
認
で
き
た
。
以
下
南
宋
期
の
一
例
を
挙
げ
る
。

○
趙
以
夫
「
慶
元
聖
節
（
万
年
歓
）」（
部
分
）［『
唐
宋
詞
』］

五
莢
蓂
舒　
　
　
　
　
　

五
莢
蓂
は
舒
び

光
映
玉
階
瑤
草　
　
　
　

光
は
玉
階
瑤
草
に
映
え
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在
在
東
風
語
笑　
　
　
　

在
在
の
東
風
語
り
笑
ふ

慶
此
日　

虹
流
電
繞　
　

此
の
日
を
慶
び　

虹
流
れ
電
繞
る

こ
れ
は
詞
題
「
慶
元
聖
節
」
の
通
り
新
年
を
慶
ぶ
詞
で
あ
り
、「
在
在
」
は
そ
こ
か
し
こ
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
名
詞
「
東

風
」
に
直
接
係
っ
て
お
り
、『
文
草
』
例
に
近
い
形
容
動
詞
的
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
で
も
時
代
が
降
る
と
、『
文
草
』
の
「
在

在
」
と
類
似
す
る
用
例
が
現
れ
て
く
る
様
で
あ
る
。

以
上
、
中
国
文
献
の
「
在
在
」
例
を
確
認
し
て
き
た
が
、
特
に
『
文
草
』
の
「
在
在
」
の
初
例
で
あ
る
「
在
在
処
処
」
と
い
う
形

の
用
例
は
、先
掲
の
白
居
易
の
「
劉
白
唱
和
集
解
」
の
一
例
し
か
今
回
の
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
文
草
』
の
「
在

在
」
の
初
例
が
六
六
一
の
願
文
に
あ
る
こ
と
を
手
が
か
り
に
、仏
典
に
お
け
る
「
在
在
」
例
を
『
大
蔵
経
』
に
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
、「
在

在
」
は
計
七
〇
九
例
（
文
字
検
索
に
よ
る
数
で
あ
り
、
畳
語
に
は
な
ら
な
い
単
な
る
同
字
連
続
を
含
む
、
以
下
同
じ
）
あ
り
、
そ
の

内
「
在
在
処
処
」
が
三
五
六
例
を
占
め
る
事
が
確
認
で
き
た
。『
大
蔵
経
』
は
道
真
以
降
の
資
料
も
含
む
た
め
用
例
数
は
あ
く
ま
で

も
参
考
で
あ
る
が
、こ
の
点
か
ら
、「
在
在
」
及
び
「
在
在
処
処
」
は
仏
典
に
多
く
用
い
ら
れ
た
語
彙
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。

以
下
、
仏
典
に
お
け
る
例
と
し
て
、『
妙
法
蓮
華
経
』
の
「
在
在
」
例
を
二
例
掲
出
す
る
。

○
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
三　

化
城
喩
品
第
七
（
部
分
）［『
大
蔵
経
』］

彼
仏
滅
度
後　

是
諸
聞
法
者　
　

彼
の
仏
の
滅
度
の
後　

是
れ
諸
の
法
を
聞
く
者

在
在
諸
仏
土　

常
与
師
俱
生　
　

在
在
の
諸
仏
土　

常
に
師
と
俱
に
生
ず
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※
訓
読
は
『
大
蔵
経
』
の
訓
点
を
参
考
に
筆
者
が
試
み
た
。

○
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
四　

見
宝
塔
品
第
十
一
（
部
分
）［『
大
蔵
経
』］

其
仏
以
神
通
願
力
。　
　
　

其
の
仏　

神
通
願
力
を
以
て
、

十
方
世
界
在
在
処
処　
　
　

十
方
世
界　

在
在
処
処

若
有
説
法
華
経
者
。　
　
　

若
し
法
華
経
を
説
く
者
有
ら
ば
、

彼
之
宝
塔
皆
踊
出
其
前
。　

彼
の
宝
塔　

皆
其
の
前
に
踊
出
し
、

　

※
訓
読
は
『
大
蔵
経
』
の
訓
点
を
参
考
に
筆
者
が
試
み
た
。

一
例
目
が
「
諸
仏
土
」
に
係
る
形
容
動
詞
的
用
法
、
二
例
目
が
「
在
在
処
処
」
と
し
て
の
用
例
で
あ
り
、『
文
草
』
の
「
在
在
」

の
用
法
に
類
似
し
た
例
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
他
、「
在
在
」
例
は
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
二
例
、『
大
般
涅
槃
経
』
に
二
〇

例
な
ど
、
仏
教
経
典
本
文
に
も
確
認
で
き
た
。

ま
た
、『
文
草
』
の
「
在
在
」
は
六
六
一
の
願
文
が
初
例
で
あ
る
が
、
初
め
て
詩
に
用
い
ら
れ
た
四
三
三
の
例
に
つ
い
て
も
、
直

前
の
二
首
（
四
三
一
、四
三
二
）
が
天
台
寺
院
で
あ
る
雲
林
院
へ
の
行
幸
に
随
行
し
た
際
の
作
で
あ
り
、仏
教
と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
。

詩
四
三
一
に
お
け
る
仏
教
語
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
谷
口
孝
介
氏
の
以
下
の
指
摘
が
あ
る
。

仏
教
語
が
全
体
に
亘
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
こ
で
見
ら
れ
る
特
徴
は
、
す
で
に
詩
語
と
し
て
定
着
し
た
仏
教
語
を
使
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用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
と
に
白
居
易
が
用
い
た
仏
教
語
に
倣
っ
た
傾
向
が
歴
然
と
し
て
い
る
。（
谷
口
（
二
〇
〇
六
）、

傍
線
筆
者
）

「
在
在
」
例
の
あ
る
『
文
草
』
詩
四
三
三
そ
の
も
の
は
雲
林
院
行
幸
時
の
作
で
は
な
く
、仏
教
に
直
接
関
連
は
な
い
が
、『
川
口
大
系
』

（
四
三
三
頭
注
、
四
三
一
補
注
）
に
よ
る
と
四
三
三
も
雲
林
院
行
幸
後
一
ヶ
月
以
内
の
作
で
あ
り
、
四
三
一
、四
三
二
で
の
仏
教
語
の

余
韻
が
残
っ
て
い
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。
谷
口
氏
の
指
摘
す
る
「
す
で
に
詩
語
と
し
て
定
着
し
た
仏
教
語
」
と
い
う
特
徴
は
、「
在
在
」

は
『
全
唐
詩
』
に
武
元
衡
の
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
た
め
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
の
、「
白
居
易
が
用
い
た
仏
教
語
」
と
い
う
特
徴
は
、

先
掲
の
通
り
白
居
易
作
品
の
「
劉
白
唱
和
集
解
」
に
「
在
在
処
処
」
の
用
例
が
あ
る
た
め
、
満
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。
本
稿
と
し

て
は
、『
文
草
』
四
三
三
の
「
処
〻
相
尋
在
〻
花
」
の
句
は
、
四
三
一
、四
三
二
の
雲
林
院
行
幸
の
余
香
を
含
ん
だ
、
仏
教
語
的
な
表

現
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

『
文
草
』
の
「
在
在
」
に
つ
い
て
は
、
初
め
六
六
一
の
願
文
で
「
在
〻
処
〻
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
語
と

し
て
仏
典
か
ら
摂
取
さ
れ
た
語
彙
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
本
稿
で
は
考
え
た
い
。
白
居
易
「
劉
白
唱
和
集
解
」
の
「
在
在
処
処
」

例
も
典
拠
と
し
て
有
力
で
は
あ
る
が
、
用
例
の
多
さ
と
し
て
は
仏
典
が
優
位
と
言
え
る
。
道
真
は
「
在
在
」
を
仏
教
語
と
し
て
ま
ず

願
文
で
用
い
、
そ
の
後
四
三
三
、四
四
八
の
詩
に
も
応
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
在
在
」
は
『
唐
宋
詞
』
に
六
例
も

の
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
で
は
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
、
韻
文
に
お
け
る
使
用
が
広
ま
り
始
め
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
文

草
』
詩
に
お
け
る
「
在
在
」
の
用
例
は
、
武
元
衡
詩
と
並
ん
で
、「
在
在
」
を
詩
に
応
用
し
た
点
で
そ
れ
ら
宋
代
の
用
例
に
先
ん
じ

て
い
る
事
は
特
筆
す
べ
き
と
言
え
る
。
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三
―
二
、【
代
代
】

　

用
例
数
『
文
草
』
2
例
（
形
容
動
詞
）、『
全
唐
詩
』
1
例

　

辞
書
語
釈
『
大
漢
』「
累
代
。」、『
漢
詞
』
項
無
し
、『
日
国
』「
何
代
も
続
い
て
い
る
こ
と
。」

「
代
代
」
は
現
在
の
本
邦
で
も
通
用
す
る
畳
語
で
あ
る
が
、『
漢
詞
』
に
立
項
が
な
く
、
ま
た
『
全
唐
詩
』
に
も
一
例
し
か
確
認
で

き
ず
、
中
国
に
お
い
て
は
一
般
的
な
語
で
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
以
下
『
文
草
』
の
用
例
を
『
川
口
大
系
』「
菅
原
道
真
年
表
」

に
従
っ
て
年
代
順
に
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
制
作
年
も
記
し
た
。

◎
『
文
草
』
六
五
三
「
為
左
兵
衛
少
志
坂
上
有
識
、
先
考
周
忌
、
供
養
一
切
経
法
会
願
文
。」（
部
分
）
元
慶
六
（
八
八
二
）
年

余
則
将
家
之
遺
孤
、　　
　
　
　

��

余
則
ち
将
家
の
遺
孤
に
し
て
、

非
有
積
善
之
餘
慶
。　
　
　
　
　

積
善
の
餘
慶
有
る
に
非
ず
。

代
〻
冠
蓋
、
皆
是
王
命
無
私
。　

代
代
の
冠
蓋
、
皆
是
れ
王
命
に
し
て
私
無
し
。

生
〻
念
中
、
不
知
国
恩
何
報
。　

生
生
念
中
、
知
ら
ず　

国
恩
何
を
も
て
か
報
い
む
。

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
付
さ
れ
た
訓
点
に
従
い
筆
者
が
試
み
た
。

◎
『
文
草
』
一
三
六
「
絶
句
十
首
、
賀
諸
進
士
及
第
。」（
全
文
）
元
慶
八
（
八
八
四
）
年

此
是
功
臣
代
〻
孫　
　

此こ

れ
は
是こ

れ
功こ
う
し
ん臣　

代だ
い
だ
い代
の
孫
む
ま
ご
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神
明
又
可
祐
家
門　
　

神し
ん
め
い明　

ま
た
家か
も
ん門
を
祐た
す

く
べ
し

况
為
進
士
揚
名
後　
　

况い
は

む
や　

進し
ん
じ士　

名な

を
揚あ

げ
て
よ
り
後の
ち

今
待
公
卿
採
択
恩　
　

今い
ま

や　

公こ
う
け
い卿　

採さ
い
た
く択

の
恩お
ん

を
待ま

た
む
や

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

　
［
頭
注
］（
句
）「
お
そ
ら
く
和
気
朝
臣
清
麿
以
来
代
代
の
功
臣
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。」

「
代
〻
」
に
つ
い
て
も
、『
文
草
』
で
は
願
文
（
六
五
三
）
が
初
例
で
あ
り
、
次
に
詩
（
一
三
六
）
に
用
い
ら
れ
る
願
文
か
ら
詩
へ

の
語
彙
の
応
用
の
流
れ
が
看
取
さ
れ
る
。
両
作
品
の
制
作
年
代
も
、
初
出
の
願
文
六
五
三
が
元
慶
六
年
、
次
の
詩
一
三
六
が
元
慶
八

年
と
、
直
近
で
は
な
い
が
近
い
時
期
で
は
あ
り
、
願
文
の
語
彙
「
代
〻
」
を
参
考
に
、
詩
に
応
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

両
例
共
「
冠
蓋
」「
孫
」
と
い
う
名
詞
に
係
る
形
容
動
詞
的
な
用
法
で
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
前
後
に
「
将
家
」「
家
門
」
と
言
う
語
も
見

え
、「
家
系
に
お
け
る
代
々
」
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
代
代
」
の
中
国
例
と
し
て
は
、今
回
の
調
査
で
は
『
全
唐
詩
』
の
一
例
と
、『
隋
書
』
に
一
例
を
確
認
で
き
た
の
で
以
下
掲
載
す
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
一
一
七　

張
若
虚
「
春
江
花
月
夜
」（
部
分
）『
大
漢
』
所
収

江
畔
何
人
初
見
月　
　

江
畔
何
れ
の
人
ぞ
初
め
て
月
を
見
る

江
月
何
年
初
照
人　
　

江
月
何
れ
の
年
か
初
め
て
人
を
照
ら
す

人
生
代
代
無
窮
已　
　

人
生
代
代
窮
ま
る
無
き
の
み
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江
月
年
年
祗
相
似　
　

江
月
年
年
祗つ
つ
しむ
に
相
似
た
り

不
知
江
月
待
何
人　
　

知
ら
ず
江
月
の
何
れ
の
人
を
待
つ
か

但
見
長
江
送
流
水　
　

但
だ
見
る
長
江
の
流
水
を
送
る
を

○
『
隋
書
』
巻
六
九
列
伝
第
三
四
王
劭
（
部
分
）［
宋
刻
遞
修
本
］

在
晋
時
、�

晋
に
在
り
し
時
、

有
以
洛
陽
火
渡
江
者
、�
洛
陽
火
を
以
て
江
を
渡
る
者
有
り
、

代
代
事
之
、
相
続
不
滅
、�
代
代
之
に
事
へ
、
相
続
き
て
滅
せ
ず
、

火
色
変
青
。�

火
色
青
に
変
ず
。

張
若
虚
は
初
唐
の
詩
人
で
、『
隋
書
』
も
初
唐
の
成
立
の
た
め
、
時
代
的
に
は
二
例
と
も
道
真
が
参
照
で
き
た
可
能
性
は
あ
る
。

た
だ
共
に
「
代
代
無
窮
」「
代
代
事
之
」
と
動
詞
を
修
飾
す
る
副
詞
的
用
法
の
た
め
、「
代
〻
冠
蓋
」
等
と
名
詞
に
係
る
『
文
草
』
例

の
形
容
動
詞
的
用
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
意
味
と
し
て
は
、『
隋
書
』
例
で
は
「
代
代
事
之
」（
代
代
之
に
事
へ
）
と
あ
る
の
で
、

家
伝
の
意
味
と
も
取
れ
て
「
家
系
に
お
け
る
代
々
」
を
表
す
『
文
草
』
の
例
に
近
い
と
言
え
る
が
、
張
若
虚
の
例
で
は
畳
対
に
あ
る

「
年
年
」
に
近
い
、
単
な
る
人
生
の
漠
然
と
し
た
時
間
の
流
れ
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、『
文
草
』
例
と
異
な
る
。
道
真
以
前
の

仏
典
以
外
の
「
代
代
」
の
中
国
例
は
今
回
こ
の
二
例
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
文
法
や
意
味
が
『
文
草
』
例
と
異
な
り
、
直
接

の
典
拠
と
は
し
難
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
道
真
以
後
の
『
宋
詩
』
と
『
唐
宋
詞
』
に
お
い
て
も
、「
代
代
」
の
用
例
は
今
回
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
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こ
こ
で
「
代
〻
」
に
つ
い
て
も
、「
在
在
」
同
様
『
文
草
』
で
は
願
文
に
初
例
が
あ
る
た
め
、
仏
典
の
用
例
を
『
大
蔵
経
』
に
て

検
索
し
た
と
こ
ろ
、
計
一
五
九
例
の
用
例
が
確
認
で
き
た
（
文
字
検
索
に
よ
る
数
で
あ
り
、
畳
語
に
は
な
ら
な
い
単
な
る
字
の
連
続

を
含
む
）。
道
真
以
降
の
資
料
も
含
む
た
め
、
用
例
数
は
あ
く
ま
で
参
考
で
あ
る
が
、「
代
代
」
も
仏
典
に
多
く
用
い
ら
れ
る
語
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
中
古
後
期
の
訓
点
本
も
伝
わ
る
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
と
、
最
澄
の
『
長
講
法
華
経
先
分
発
願
文
』

の
用
例
を
掲
出
す
る
。

○
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
第
一
（
部
分
）［『
大
蔵
経
』］

中
間
為
師
営
造
行
服
。　
　
　
　
　

中
間
師
と
為
り
て
行
服
を
営
造
す
。

法
師
皆
許
。
太
妃
甚
歓
。　
　
　
　

法
師
皆
許
し
、
太
妃
甚
だ
歓
ぶ
。

願
与
師
長
為
眷
属
代
代
相
度
。　
　

願
は
く
は
師
と
長
じ
て
眷
属
と
為
り
代
代
相
度
ら
む
こ
と
を
。

於
是
方
食
。
其
節
志
貞
堅
如
此
。　

是
に
於
い
て
方
に
食
ひ
、
其
の
節
志
貞
堅
な
る
こ
と
此
く
の
如
し
。

　

※
訓
読
は
『
大
蔵
経
』
の
訓
点
を
参
考
に
筆
者
が
試
み
た
。

○
最
澄
『
長
講
法
華
経
先
分
発
願
文
』
巻
上
（
部
分
）［『
大
蔵
経
』］

為
我
日
本
国　

従
開
闢
以
来　
　

我
が
日
本
国　

開
闢
従
り
以
来

登
遐
諸
尊
霊　

幷
崇
道
天
王　
　

登
遐
し
た
り
諸
尊
霊　

幷
び
に
崇
道
天
王

代
代
大
臣
等　

文
武
諸
百
官　
　

代
代
の
大
臣
等　

文
武
の
諸
百
官

往
生
妙
浄
土　

早
成
無
上
果　
　

妙
浄
土
に
往
生
し　

早
く
無
上
の
果
を
成
す
と
為
る
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※
訓
読
は
『
大
蔵
経
』
の
訓
点
を
参
考
に
筆
者
が
試
み
た
。

前
者『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』で
は「
代
代
相
度

0

0

」と
動
詞
に
続
く
副
詞
的
用
法
だ
が
、意
味
と
し
て
は
直
前
に「
眷
属
」と
も
あ
り
、

『
文
草
』
例
と
同
じ
「
家
系
の
代
々
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
こ
の
「
代
代
相0

○
」
の
形
は
『
大
蔵
経
』
の
検
索
で

計
二
三
例
確
認
で
き
、
一
種
の
形
式
句
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
後
者
の
『
長
講
法
華
経
先
分
発
願
文
』
の
例
は
「
代
代
大
臣
」
と
名

詞
に
係
っ
て
お
り
文
法
的
に
、
ま
た
意
味
と
し
て
も
「
累
代
」
と
取
れ
る
た
め
、『
文
草
』
例
に
近
い
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
最
澄

は
道
真
の
祖
父
清
公
と
遣
唐
使
と
し
て
同
行
す
る
な
ど
菅
原
家
に
縁
が
あ
り
、そ
の
作
品
で
あ
る
『
長
講
法
華
経
先
分
発
願
文
』
は
、

道
真
も
参
照
す
る
機
会
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
代
代
」は
こ
う
し
た
、仏
教
関
連
の
文
章
に
多
く
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、「
代
〻
」に
つ
い
て
は
、仏
典
以
外
で
は
張
若
虚
詩
と『
隋
書
』の
二
例
し
か
先
行
の
中
国
例
を
確
認
で
き
ず
、そ
の
用
法
が『
文

草
』
例
と
異
な
っ
て
い
る
点
、『
文
草
』
中
の
「
代
代
」
例
は
仏
教
に
関
連
す
る
願
文
に
初
例
が
あ
る
点
、
最
澄
の
『
長
講
法
華
経

先
分
発
願
文
』
等
仏
教
関
連
の
文
章
に
類
例
が
見
ら
れ
る
点
か
ら
、
仏
典
由
来
の
語
彙
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。『
文
草
』
で
は
「
代
代
」
を
詩
（
一
三
六
）
に
も
用
い
て
お
り
、そ
の
点
で
は
張
若
虚
詩
に
続
く
独
創
的
な
用
例
と
言
え
る
。

た
だ
、「
代
代
」
は
時
代
が
降
っ
た
宋
代
で
も
韻
文
に
お
け
る
例
が
今
回
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
中
国
で
は
後
世
に
お
い
て
も

詩
語
と
し
て
認
識
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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三
―
三
、【
分
分
】

　

用
例
数
『
文
草
』
2
例
（
形
容
動
詞
）、『
全
唐
詩
』
1
例

　

辞
書�

語
釈
『
大
漢
』「
㊀
秩
序
の
あ
る
さ
ま
。
㊁
恐
れ
恨
む
さ
ま
。
㊂
乱
れ
て
ゐ
る
さ
ま
。
紛
紛
。
㊃
意
念
す
る
さ
ま
。」、『
漢
詞
』

「
怨
恨
。
分
，
通
“
忿
”
。」、『
日
国
』「
①
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
に
応
じ
て
い
る
こ
と
。
②
別
々
に
な
さ
れ
る
こ
と
。」
※
『
文

草
』
例
に
合
致
す
る
語
釈
を
判
断
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
各
辞
書
の
全
意
味
項
目
を
引
用
し
た
。

「
分
分
」
は
『
文
草
』
の
詩
に
二
例
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、そ
の
『
川
口
大
系
』
に
お
け
る
解
釈
「
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
」（
六
〇
）、「
ち

ぢ
に
・
ず
た
ず
た
に
」（
三
五
五
）に
合
致
す
る
辞
書
で
の
語
釈
を
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
引
用
し
た
辞
書
語
釈
の
中
で
、『
文
草
』の「
分

〻
」
の
語
義
「
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
」「
ち
ぢ
に
・
ず
た
ず
た
に
」
に
近
い
の
は
、『
大
漢
』「
㊂
乱
れ
て
ゐ
る
さ
ま
。
紛
紛
。」
も
し
く

は
『
日
国
』「
②
別
々
に
な
さ
れ
る
こ
と
。」
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
漢
詞
』
で
は
「
怨
恨
。
分
，
通
“
忿
”
。」
の
語
義
し
か
掲
載

が
な
い
た
め
、『
文
草
』
に
お
け
る
「
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
」
等
の
意
味
は
中
国
で
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
尚
、

『
文
草
』
の
「
分
分
」
例
に
つ
い
て
は
、
今
回
確
認
し
た
辞
書
に
は
用
例
と
し
て
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
ず
、『
文
草
』
例
か
ら

確
認
し
て
い
き
た
い
。

◎
『
文
草
』
六
〇
「
残
灯
、
風
韻
。」（
全
文
）

一
点
残
灯
五
夜
通　
　

一い
つ
て
む点
の
残ざ
ん
と
う灯　

五ご

や夜
通つ
う

ず

分
〻
落
涙
寸
心
中　
　

分ふ
ん
ふ
ん分
落ら
く
る
い涙
す　

寸す
ん
し
む心
の
中う
ち



東洋文化研究 24 号　　98

餘
光
不
力
扶
持
挙　
　

余よ
く
わ
う光
力ち
か
らあ
ら
ず　

扶た
す

け
持も

ち
て
挙あ

ぐ

競
下
蘆
簾
恐
見
風　
　

競き
そ

ひ
て
蘆ろ
れ
ん簾

を
下お
ろ

し
て
風か
ぜ

を
見み

む
か
と
恐お
そ

る

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

　
［
頭
注
］（
句
）「
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
蝋
燭
の
蝋
が
涙
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
落
ち
る
、
心
の
な
か
に
。」

◎
『
文
草
』
三
五
五
「
暁
月
、
応
製
。」（
全
文
）

何
処
粧
楼
擲
玉
環　
　

何い
づ

れ
の
処
と
こ
ろ

の
粧
し
や
う
ろ
う楼

か　

玉
ぎ
よ
く
く
わ
ん

環
を
擲
な
げ
う

つ

一
明
一
暗
暁
雲
間　
　

一ひ
と

た
び
明あ
か

る
く
一ひ
と

た
び
暗く
ら

し　

暁
あ
か
つ
きの

雲く
も

の
間
あ
ひ
だ

秋
腸
軟
自
蜘
蛛
縷　
　

秋あ
き

の
腸お
も

ひ
は
蜘く

も蛛
の
縷
い
と
す
ぢよ

り
も
軟
や
は
ら
かな

り

寸
〻
分
〻
断
尽
還　
　

寸き
だ
き
だ
ふ
ん
ふ
ん

寸
分
分　

断た

ち
尽つ
く

し
て
還か
へ

る

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

　
［�

頭
注�

］（
句
）「
か
げ
ろ
う
は
風
も
な
い
の
に
寸
寸
分
分
に
蜘
蛛
の
糸
と
い
う
糸
を
こ
と
ご
と
く
断
ち
き
っ
て
空
に
う
か
べ
て
流

れ
る
。
蜘
蛛
の
糸
が
短
く
た
ち
き
れ
て
大
空
い
ち
め
ん
に
う
か
ぶ
の
と
、
秋
の
物
思
い
の
た
め
に
心
が
ち
ぢ
に
乱
れ
、
腸

が
ず
た
ず
た
に
断
ち
き
ら
れ
る
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
か
け
る
。」

二
例
と
も
七
言
絶
句
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、『
川
口
大
系
』
頭
注
で
は
六
〇
の
例
が
「
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
」、三
五
五
の
例
が
「
ち

ぢ
に
・
ず
た
ず
た
に
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
三
五
五
の
「
ち
ぢ
に
・
ず
た
ず
た
に
」
に
つ
い
て
は
、『
大
漢
』
語
釈
の
「
㊂
乱
れ

て
ゐ
る
さ
ま
」
に
通
じ
る
と
取
れ
な
く
も
な
い
が
、
六
〇
の
「
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
」
は
、
涙
が
落
ち
る
擬
音
語
的
な
表
現
と
も
言
え
、
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今
回
参
照
し
た
辞
書
に
は
近
似
す
る
語
釈
の
無
い
意
味
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、「
分
分
」
の
中
国
例
を
確
認
し
て
い
く
が
、
ま
ず
『
全
唐
詩
』
で
検
索
さ
れ
た
唯
一
の
例
を
見
て
み
た
い
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
三
〇
一　

王
建
「
和
元
郎
中
従
八
月
十
二
至
十
五
夜
翫
月
、
五
首
之
一
」（
全
文
）

半
秋
初
入
中
旬
夜　
　

半
秋
初
め
て
入
る
中
旬
の
夜

已
向
階
前
守
月
明　
　

已
に
階
前
に
向
ひ
て
月
明
を
守
る

従
未
円
時
看
却
好　
　

未
だ
円
な
ら
ざ
る
時
従
り　

看
る
に
却
り
て
好
し

一
分
分
見
傍
輪
生　
　

一
分　

分
見
す
る
に
輪
生
を
傍
に
す

こ
の
例
は
字
面
と
し
て
は
「
分
分
」
で
あ
る
が
、
語
句
と
し
て
「
一
分
／
分
見
」
と
切
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
畳
語
の
用
例
で
は
な

い
事
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、実
質
的
に
は
『
全
唐
詩
』
中
に
畳
語
「
分
分
」
の
例
は
一
例
も
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
、『
唐

宋
詞
』、『
宋
詩
』
と
い
っ
た
宋
代
の
韻
文
を
含
め
、
畳
語
「
分
分
」
の
用
例
は
仏
典
以
外
の
中
国
文
献
で
は
今
回
一
例
も
確
認
で
き

な
か
っ
た
。

次
に
、『
大
蔵
経
』
に
お
け
る
「
分
分
」
例
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
計
八
五
二
例
（
文
字
検
索
に
よ
る
数
で
あ
り
、
畳
語
に
は
な

ら
な
い
単
な
る
同
字
の
連
続
を
含
む
）
も
の
用
例
が
確
認
で
き
た
。
以
下
そ
の
内
の
二
例
を
載
せ
る
。
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○
鳩
摩
羅
什
『
大
荘
厳
論
経
』
巻
五
（
部
分
）［『
大
蔵
経
』］

智
者
善
観
察　
　

智
者
は
善
く
観
察
し

陰
界
及
諸
入　
　

陰
界
及
び
諸
入

縁
仮
成
衆
生　
　

縁　

仮
に
衆
生
を
成
す

分
分
各
別
異　
　

分
分
た
り
各
お
の
の
別
異

和
合
衆
分
故　
　

和
合
衆　

分
れ
て
故
よ
り

能
作
於
諸
業　
　

能
く
諸
業
を
作
す

　

※
訓
読
は
『
大
蔵
経
』
の
訓
点
を
参
考
に
筆
者
が
試
み
た
。

○
玄
奘
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
三
四
九
（
部
分
）［『
大
蔵
経
』］

非
理
毀
罵
軽
蔑
凌
辱　
　
　
　
　
　

非
理　

毀
罵　

軽
蔑　

凌
辱

乃
至
分
分
断
割
支
節
。　
　
　
　
　

乃
し
分
分
と
支
節
を
断
割
す
る
に
至
る

菩
提
爾
時
都
無
瞋
忿
。　
　
　
　
　

菩
提
爾
の
時　

都
て
瞋
忿
無
し

但
作
是
念
此
諸
有
情
深
可
憐
愍
。　

但
だ
是
の
念
を
作
し
此
の
諸
有
情
深
く
憐
愍
す
べ
き

　

※
訓
読
は
『
大
蔵
経
』
の
訓
点
を
参
考
に
筆
者
が
試
み
た
。

こ
の
二
例
の
「
分
分
」
は
、共
に
「
別
異
」（「
個
別
の
」
の
意
、『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
に
よ
る
、以
下
同
じ
）
や
「
断
割
」（「
区

別
す
る
」『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』）
に
係
っ
て
お
り
、「
分
」
の
基
本
字
義
「
わ
か
つ
。
わ
け
る
。」（『
大
漢
』）
に
近
い
「
ば
ら
ば
ら
に
」
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や
「
別
々
に
」
と
言
っ
た
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
蔵
経
』
の
「
分
分
」
の
検
索
結
果
に
お
い
て
は
、「
分
／
分
」

と
語
句
と
し
て
区
切
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
例
も
複
数
見
ら
れ
た
も
の
の
、
畳
語
「
分
分
」
と
考
え
ら
れ
る
用
例
を
少
な
く
と
も
一
〇

例
以
上
確
認
で
き
た
。『
文
草
』
の
「
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
」「
ち
ぢ
に
・
ず
た
ず
た
に
」
に
近
い
、「
ば
ら
ば
ら
に
」
と
い
う
意
味
の

畳
語
「
分
分
」
の
用
例
は
、辞
書
で
も
語
釈
と
し
て
記
載
が
な
か
っ
た
も
の
の
、仏
典
に
は
複
数
の
類
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
上
、『
文
草
』
の
「
分
分
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
在
在
」
や
「
代
代
」
の
様
に
、
願
文
に
初
例
が
あ
る
等
の

仏
教
と
の
関
連
は
直
接
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
典
拠
用
例
の
調
査
で
仏
典
に
の
み
先
行
す
る
類
例
が
確
認
で
き
た
た
め
、
そ
う
し

た
仏
典
由
来
の
畳
語
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

三
―
四
、【
略
略
】

　

用
例
数
『
後
集
』
1
例
（
副
詞
）、『
全
唐
詩
』
4
例

　

�

辞
書�

語
釈
『
大
漢
』「
ほ
ぼ
。
大
体
。」、『
漢
詞
』「
❶
微
微
。
❷
猶
稍
微
。
稍
稍
。
❸
形
容
気
派
軒
昂
。
❹
古
曲
名
。」、『
日
国
』

項
無
し

『
後
集
』
の
「
略
略
」
例
に
つ
い
て
は
、『
川
口
大
系
』
で
は
「
ほ
ぼ
」
と
注
釈
さ
れ
て
お
り
、辞
書
語
釈
と
し
て
は
『
大
漢
』
の
「
ほ
ぼ
。

大
体
。」
が
こ
れ
に
合
致
す
る
解
釈
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
漢
詞
』
で
は
「
❶
微
微
。」（「
微
微
」
は
「
か
す
か
、僅
か
」
の
意
、『
大
漢
』

に
よ
る
、
以
下
同
じ
）、「
❷
猶
稍
微
。
稍
稍
。」（「
稍
稍
」
は
「
少
し
ず
つ
。
だ
ん
だ
ん
。」）、「
❸
形
容
気
派
軒
昂
。」、「
❹
古
曲
名
。」
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の
四
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
内
『
川
口
大
系
』
や
『
大
漢
』
の
解
釈
「
ほ
ぼ
」
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
点
が
注
意

さ
れ
る
。「
略
略
」
は
、
中
国
と
本
邦
で
解
釈
が
異
な
る
語
と
い
う
事
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
後
集
』
の
用
例
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

◎
『
後
集
』
五
〇
六
「
晩
望
東
山
遠
寺
。」（
後
略
）

秋
日
閑
因
反
照
看　
　

秋し
う
じ
つ日

閑し
づ
かに

反は
ん
せ
う照

に
因よ

り
て
看み

る

華
堂
挿
著
白
雲
端　
　

華く
わ
だ
う堂　

挿
さ
し
は
さみ

て
白は
く
う
ん雲

の
端は
し

に
著つ

け
た
り

微
〻
寄
送
鐘
風
響　
　

微び

び微
に
寄よ

せ
送お
く

る　

鐘か
ね

の
風
ふ
う
き
や
う響

略
〻
分
張
塔
露
盤　
　

略ほ

ぼ略
分ぶ
ん
ち
や
う

張
す　

塔と
う

の
露ろ
ば
ん盤

未
得
香
花
親
供
養　
　

香か
う
ぐ
ゑ花

は
親
み
づ
か

ら
供く
や
う養

す
る
こ
と
得え

ず

偏
将
水
月
苦
空
観　
　

偏
ひ
と
へ

に
水
す
い
ぐ
ゑ
つ月

を
将も

ち
て
苦
ね
む
ご
ろに

空
く
う
く
わ
ん観

す

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

　
［�

頭
注�

］（
句
）「
東
山
に
あ
る
寺
の
遠
景
で
あ
る
が
、
そ
の
塔
頂
の
承
露
盤
さ
え
、
ほ
ぼ
は
っ
き
り
と
指
点
で
き
る
く
ら
い
に
輪

廓
も
分
離
し
て
区
別
し
て
見
え
る
。
分
張
は
、
分
離
し
て
は
り
出
し
て
い
る
こ
と
。「
塔
の
露
盤
」
は
、
塔
の
承
露
盤
。
最

上
層
の
頂
に
あ
り
、
九
輪
を
支
え
る
。」

詩
題
に
「
望
東
山
遠
寺
」
と
あ
る
様
に
、
遠
く
の
寺
の
塔
の
承
露
盤
を
望
む
情
景
で
「
略
〻
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
分
張
」

に
係
る
副
詞
的
用
法
で
あ
る
。「
略
〻
」
の
前
句
で
は
音
に
焦
点
を
当
て
、
か
す
か
に
聴
こ
え
る
「
鐘
風
響
」
に
つ
い
て
「
微
〻
」

と
表
現
し
て
お
り
、「
微
〻
」
と
「
略
〻
」
で
聴
覚
と
視
覚
を
対
に
し
て
寺
の
情
景
を
描
い
て
い
る
。
詩
題
に
「
晩
」
と
も
あ
る
の
で
、



103　　『菅家文草』『菅家後集』から見た仏教語・唐代口語の受容　　中山

「
略
〻
分
張
塔
露
盤
」
の
句
か
ら
は
黄
昏
時
に
遠
く
望
む
仏
塔
の
影
が
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
略
〻
」
は
『
大
漢
』
語
釈
と
『
川

口
大
系
』
解
釈
の
「
ほ
ぼ
は
っ
き
り
」
見
え
る
様
な
の
か
、
も
し
く
は
『
漢
詞
』
語
釈
の
「
微
微
」（
か
す
か
）
に
見
え
る
様
な
の

か
、
判
断
が
難
し
い
。
こ
の
詩
の
み
で
は
ど
ち
ら
に
も
解
釈
が
可
能
な
の
で
、
ま
ず
『
文
草
』『
後
集
』
中
の
他
の
「
略
」
字
の
用

法
を
手
が
か
り
に
し
て
、「
ほ
ぼ
」（『
川
口
大
系
』
解
釈
・『
大
漢
』
語
釈
）
な
の
か
「
か
す
か
」（『
漢
詞
』
語
釈
）
な
の
か
、「
略
略
」

の
意
味
を
検
討
し
て
み
た
い
。

『
文
草
』『
後
集
』
で
の
「
略
」
字
は
、
ま
ず
詩
で
は
『
文
草
』
と
『
後
集
』
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
、
計
二
例
確
認
で
き
た
。
以

下
制
作
年
代
の
順
に
見
て
い
く
。

◎
『
文
草
』
五
二
「
五
月
、
長
斎
畢
、
書
懐
簡
諸
同
舎
。」（
前
略
）

初
廃
声
〻
聞
般
若　
　

初は
じ

め
声せ
い
せ
い声
を
廃は
い

し
て
般は
ん
に
や若
を
聞き

く

暫
停
念
〻
貴
観
音　
　

暫
し
ば
ら
く
念ね
む
ね
む念
を
停と
ど

め
て
観
く
わ
ん
お
む音
を
貴
た
ふ
と
ぶ

慇
懃
欲
趁
花
間
酔　
　

慇い
ん
ぎ
ん懃
に
趁も
と

め
ま
く
欲ほ

り
す　

花は
な

の
間
あ
ひ
だ
の
酔ゑ

ひ

約
略
応
容
月
下
吟　
　

約
や
く
り
や
く略
に
容ゆ
る

す
べ
し　

月つ
き

の
下も
と

の
吟ぎ
む

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

ま
ず
、
一
例
目
の
「
略
」
字
例
は
「
長
斎
」
の
竟
宴
の
場
面
で
、
熟
語
「
約
略
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
約
略
応
容
」
は
、

「
た
い
が
い
の
と
こ
ろ
は
ゆ
る
し
て
も
ら
え
る
で
あ
ろ
う
。」（『
川
口
大
系
』
頭
注
）
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、「
ほ
ぼ
」
に
近
い
意
味

の
用
法
と
言
え
る
。
仏
教
行
事
「
長
斎
」
に
関
す
る
詠
作
と
言
う
こ
と
も
あ
り
、「
般
若
」「
念
〻
」
と
言
っ
た
仏
教
語
も
並
ん
で
い
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る
。「
略
〻
」
例
の
あ
る
『
後
集
』
五
〇
六
に
つ
い
て
も
、
寺
を
望
む
内
容
で
あ
り
、「
略
」
字
が
仏
教
に
関
わ
る
作
品
に
用
い
ら
れ

て
い
る
共
通
点
は
興
味
深
い
。

◎
『
後
集
』
四
八
六
「
哭
奥
州
藤
使
君
。」（
後
略
）

家
書
告
君
喪　
　

家か

書し
よ　

君き
み

が
喪う

せ
に
た
る
こ
と
を
告つ

ぐ

約
略
寄
行
李　
　

約
す
こ
し
ば
か
り略

行か
う
り李

に
寄よ

せ
た
り

病
源
不
可
医　
　

病
び
や
う
ぐ
ゑ
ん

源　

医い
や

す
可べ

か
ら
ず

被
人
厭
魅
死　
　

人ひ
と

の
厭え
ん
み魅

を
被
か
か
ふ

り
て
死む
な

し
く
な
り
ぬ

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

二
例
目
の
「
略
」
字
例
も
熟
語
「
約
略
」
と
し
て
の
用
例
で
、謫
居
に
て
「
藤
使
君
」
の
訃
報
に
接
し
、「
行
李
」（
都
に
戻
る
使
者
）

に
瑣
末
な
が
ら
誄
文
を
寄
せ
て
送
る
、
と
言
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
後
集
』
四
八
六
は
五
言
四
十
韻
、
四
百
字
に
及

ぶ
大
作
で
、
全
く
「
約

す
こ
し
ば
か
り

略
」
で
は
な
い
の
だ
が
、
現
代
の
挨
拶
で
も
「
略
儀
な
が
ら
」
と
謙
る
形
式
句
に
似
た
表
現
と
解
せ
よ
う
か
。

こ
の
「
約
略
」
に
つ
い
て
も
、『
川
口
大
系
』
で
は
「
す
こ
し
ば
か
り
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
が
、「
お
お
よ
そ
、
大
体
を
」
に
類
す

る
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、『
文
草
』『
後
集
』
の
詩
に
は
二
例
の
「
略
」
字
の
用
例
を
確
認
で
き
た
が
、
二
例
と
も
熟
語
「
約
略
」
と
し
て
共
に
副
詞

的
用
法
か
つ
句
頭
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
『
後
集
』
五
〇
六
の
「
略
〻
」
と
文
法
的
に
同
じ
用
法
で
あ
り
、「
略
〻
」
と
「
約
略
」

は
類
似
の
熟
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
意
味
と
し
て
も
、「
約
略
」
は
「
あ
ら
ま
し
。
大
概
。
大
凡
。」（『
大
漢
』）
で
あ
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る
た
め
、「
略
〻
」
も
こ
の
類
義
と
す
れ
ば
、「
か
す
か
に
」
よ
り
も
「
ほ
ぼ
」
の
解
釈
の
方
が
自
然
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
詩
以
外
で
の
『
文
草
』
中
の
「
略
」
字
の
例
と
し
て
は
、
六
五
〇
「
吉
祥
院
法
華
会
願
文
。」
中
に
二
例
を
確
認
で
き
た
。

以
下
掲
載
す
る
。

◎
『
文
草
』
六
五
〇
「
吉
祥
院
法
華
会
願
文
。」（
部
分
）

便
於
弥
勒
寺
講
堂
、�

便
ち
弥
勒
寺
の
講
堂
に
お
い
て
、

略
説
大
乗
之
妙
趣
、�

略
ぼ
大
乗
の
妙
趣
を
説
き
、

引
長
逝
之
尊
霊
。�
長
逝
の
尊
霊
を
引
く
。

（
中
略
）

風
月
之
下
、
定
省
之
間
、�

風
月
の
下
、
定
省
の
間
、

以
斯
一
念
、
略
達
先
考
。�

こ
の
一
念
を
以
て
、
略
ぼ
先
考
に
達
す
。

先
考
曰
、
善
哉
、
汝
作
是
言
、�

先
考
曰
く
、「
善
き
か
な
、
汝
の
こ
の
言
を
作
す
や
。

余
建
一
禅
院
、
当
講
二
部
経
。�

余
一
禅
院
を
建
て
、
二
部
経
を
講
ず
べ
し
。

　

※
訓
読
は
谷
口
（
二
〇
一
五
）
に
よ
る
。

願
文
に
お
け
る
「
略
」
字
の
用
例
で
あ
り
、
先
掲
の
『
文
草
』
五
二
の
「
約
略
」
や
『
後
集
』
五
〇
六
の
「
略
〻
」
と
同
じ
く
、

仏
教
に
関
わ
る
作
品
で
「
略
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
六
五
〇
中
一
例
目
の
「
略
」
は
亡
母
伴
氏
の
周
忌
の
場
面
で
、「
大
乗

之
妙
趣
」
を
「
略
説
」
す
る
と
あ
る
。「
略
説
」
は
熟
語
と
し
て
「
お
お
よ
そ
を
説
く
こ
と
。」（『
日
国
』）
の
意
で
、『
日
国
』
で
は
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本
邦
初
出
例
と
し
て
『
江
戸
繁
昌
記
』（
一
八
三
二
―
三
六
年
成
立
）
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
文
草
』
の
例
は
そ
れ

を
遥
か
に
遡
る
例
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
略
説
」
は
『
大
蔵
経
』
中
に
計
八
、八
七
八
例
あ
り
（
文
字
検
索
に
よ
る
数
で
あ
り
、

熟
語
に
は
な
ら
な
い
例
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
）、
仏
典
で
多
用
さ
れ
て
い
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
略
」
の
意

味
と
し
て
は
、
谷
口
（
二
〇
一
五
）
で
も
「
略
ぼ
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
通
り
、「
微
微
」（
か
す
か
）
で
は
な
く
「
ほ
ぼ
」
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

二
例
目
の
「
略
」
は
「
略
達
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、法
華
経
供
養
の
決
意
を
父
（
先
考
）
に
伝
え
る
（
達
）
場
面
で
あ
る
。

こ
の
「
略
達
」
で
も
「
略
ぼ
」
と
訓
じ
ら
れ
て
お
り
、「
ほ
ぼ
」
の
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
略
達
」
の
表

現
は
『
大
蔵
経
』
を
含
め
、
今
回
の
調
査
で
は
他
の
用
例
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
道
真
が
「
略
」
を
副
詞
と
し
て
「
達
」
に

掛
け
、
応
用
し
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、『
文
草
』『
後
集
』
で
の
「
略
」
字
の
用
例
を
「
約
略
」
二
例
と
「
略
説
」「
略
達
」
の
計
四
例
を
見
て
き
た
が
、い
ず
れ
も
「
ほ
ぼ
、

大
体
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
事
を
確
認
で
き
た
。「
略
〻
」
は
畳
語
形
な
の
で
「
略
」
一
字
と
は
若
干
の
語
感
の
違
い
は
あ

る
か
も
知
れ
な
い
が
、『
文
草
』『
後
集
』に
お
け
る「
略
」字
の
用
例
か
ら
推
定
す
る
と
、「
略
〻
」に
つ
い
て
も『
漢
詞
』語
釈
の「
微
微
」

（
か
す
か
）
で
は
な
く
、『
川
口
大
系
』
や
『
大
漢
』
の
解
釈
「
ほ
ぼ
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
中
国
に
お
け
る
「
略
略
」
例
を
見
て
い
き
た
い
。『
全
唐
詩
』
で
確
認
で
き
た
「
略
略
」
例
計
四
例
の
内
、
道
真
以
前
の

作
と
考
え
ら
れ
る
三
例
を
作
者
年
代
順
に
挙
げ
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
三
四
八　

陳
羽
「
古
意
」（
部
分
）
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男
児
全
盛
日
忘
旧　
　

男
児
全
盛
に
し
て
日
に
旧
を
忘
れ

銀
床
羽
帳
空
颼
飀　
　

銀
床
羽
帳　

空
し
く
颼
飀
た
り

庭
花
紅
遍
蝴
蝶
飛　
　

庭
花
の
紅
遍
く
し
て
蝴
蝶
飛
び

看
郎
佩
玉
下
朝
時　
　

郎
を
看
る
は
佩
玉
下
朝
の
時

帰
来
略
略
不
相
顧　
　

帰
り
来
る
も
略
略
相
顧
み
ず

却
令
侍
婢
生
光
輝　
　

却
り
て
侍
婢
を
し
て
光
輝
を
生
ぜ
し
む

郎
恨
婦
人
易
衰
老　
　

郎
は
婦
人
の
衰
老
し
易
き
を
恨
み

妾
亦
恨
深
不
忍
道　
　

妾
亦
た
深
く
道
を
忍
ば
ざ
る
を
恨
む

こ
の
陳
羽
「
古
意
」
の
例
は
、
今
回
確
認
し
た
辞
書
類
に
は
引
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
帰
宅
し
て
も
素
っ
気
の
無
い
「
郎
」
と

「
妾
」
の
関
係
の
一
幕
で
、「
帰
来
略
略
不
相
顧
」
は
意
味
と
し
て
「
帰
っ
て
き
て
も
ほ
ぼ
互
い
に
顧
み
る
こ
と
は
な
い
」
と
、『
後
集
』

五
〇
六
の
「
略
略
」
に
類
似
す
る
副
詞
的
な
用
例
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
の
陳
羽
は
白
居
易
以
前
の
人
物
で
、
年
代
と
し
て
は
道
真

が
こ
の
詩
を
参
照
で
き
た
可
能
性
は
あ
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
四
一
七　

元
稹
「
送
友
封
」（
後
略
）『
漢
詞
』･『
佩
』
所
引

軽
風
略
略
柳
欣
欣　
　

軽
風
略
略
と
し
て
柳
欣
欣
た
り

晴
色
空
濛
遠
似
塵　
　

晴
色
空
濛
に
し
て
遠
く
塵
に
似
た
り

斗
柄
未
回
猶
帯
閏　
　

斗
柄
未
だ
回
ら
ず
猶
ほ
閏
を
帯
ぶ
る
が
ご
と
し
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江
痕
潜
上
已
生
春　
　

江
痕
上
に
潜
み
て
已
に
春
を
生
ず

○
『
全
唐
詩
』
巻
四
四
七　

白
居
易
「
聴
琵
琶
妓
弾
略
略
」（
後
略
）『
漢
詞
』･『
佩
』
所
引

腕
軟
撥
頭
軽　
　

腕
軟
ら
か
に
し
て
頭
を
撥
ぐ
る
こ
と
軽
く

新
教
略
略
成　
　

新
た
に
教
へ
略
略
成
る

四
弦
千
遍
語　
　

四
弦　

千
遍
の
語

一
曲
万
重
情　
　

一
曲　

万
重
の
情

以
上
の
二
例
は
、
本
邦
で
も
中
古
以
来
愛
誦
さ
れ
て
き
た
元
稹
と
白
居
易
の
作
品
中
の
用
例
で
あ
り
、
こ
れ
を
典
拠
と
考
え
た
い

所
で
は
あ
る
が
、
二
例
と
も
意
味
・
文
法
的
に
『
後
集
』
の
「
略
〻
」
と
は
ほ
ぼ
関
連
の
な
い
用
例
で
あ
っ
た
。
ま
ず
一
例
目
元
稹

の
例
は
『
漢
詞
』
に
て
「
❶
微
微
。」
の
項
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、「
ほ
ぼ
」
の
意
味
は
な
く
、「
軽
風
」
が
「
微
微
」（
か
す
か
）
に

吹
く
様
子
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
法
的
に
も
名
詞
「
軽
風
」
に
係
る
形
容
動
詞
的
用
法
の
た
め
、『
後
集
』
例
の
副
詞

的
用
法
と
は
異
な
る
。
二
例
目
の
白
居
易
例
に
至
っ
て
は
『
漢
詞
』
に
て
「
❹
古
曲
名
。」
の
項
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
後
集
』
例

と
は
無
関
係
の
固
有
名
詞
と
し
て
の
用
例
で
あ
る
。

ま
た
、『
全
唐
詩
』
の
残
り
一
例
の
「
略
略
」
も
「
冷
杉
枯
柏
路
盤
空
、
毛
髪
生
寒
略
略
風
。」（
巻
七
六
五　

王
周
「
遊
仙
都
観
」）

と
、元
稹
例
と
同
じ
く
風
に
係
る
形
容
動
詞
的
用
法
で
あ
り
、意
味
も
「
ほ
ぼ
」
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、『
後
集
』
の
「
略

〻
」
と
意
味
・
文
法
的
に
近
い
例
は
、『
全
唐
詩
』
で
は
陳
羽
の
一
例
の
み
確
認
で
き
た
。

こ
の
他
、
道
真
以
前
の
中
国
に
お
け
る
「
略
略
」
例
と
し
て
は
、
今
回
以
下
の
『
魏
書
』
の
一
例
の
み
確
認
で
き
た
。
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○
『
魏
書
』
巻
一
九
上
景
穆
十
二
王
列
伝
第
七
上
陽
平
王
新
成
（
部
分
）『
漢
詞
』･『
佩
』
所
引
［
宋
大
字
本
］

欽
少
好
学
、
早
有
令
誉
、�

欽
少
く
し
て
学
を
好
み
、
早
く
に
令
誉
有
り
、

時
人
語
曰
、
皇
宗
略
略
、�

時
の
人
語
り
て
曰
く
、
皇
宗
略
略
た
り
、

寿
安
、
思
若
。�

�

寿
安
、
思
若
、
と
。

こ
の
一
節
は
『
漢
詞
』
に
て
「
❸
形
容
気
派
軒
昂
。」
の
項
で
引
か
れ
て
お
り
、
ま
た
「
皇
宗
」
の
様
子
を
表
す
形
容
動
詞
的
用

法
の
た
め
、
意
味
・
文
法
的
に
『
後
集
』
の
例
と
は
関
連
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
道
真
以
前
の
中
国
に
お
け
る
「
略
略
」
例
と
し
て
は
、『
全
唐
詩
』
の
四
例
と
『
魏
書
』
の
計
五
例
を
確
認
で
き
た
が
、

道
真
以
降
の
例
と
し
て
は
『
宋
詩
』
に
二
例
、『
唐
宋
詞
』
に
四
例
を
確
認
で
き
た
。
た
だ
、
品
詞
と
し
て
は
形
容
動
詞
的
な
例
が

多
く
、
道
真
例
と
同
じ
副
詞
的
用
法
と
考
え
ら
れ
る
例
は
、『
唐
宋
詞
』
所
収
・
宋
代
の
詞
の
「
当
初
喚
作
、
拠
眼
前
、
略
略
看
承
。」

（
沈
蔚
「
無
題
（
漢
宮
春
）」）
の
一
例
の
み
確
認
で
き
た
。
た
だ
こ
の
沈
蔚
の
例
も
、「
看
承
」
と
い
う
動
詞
に
係
る
た
め
副
詞
と
判

断
し
た
が
、「
ほ
ぼ
」
の
意
味
で
あ
る
か
は
未
確
認
で
あ
る
。
以
上
の
様
に
、
中
国
文
献
に
お
け
る
「
略
略
」
は
、『
後
集
』
例
の
様

に
副
詞
「
ほ
ぼ
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
例
は
稀
で
あ
る
事
が
確
認
で
き
た
。

次
に
、『
大
蔵
経
』
に
て
「
略
略
」
例
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
検
索
結
果
と
し
て
は
計
三
五
例
抽
出
さ
れ
た
が
、
文
脈
上
「
略
／
略
」

と
切
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
例
が
殆
ど
で
、畳
語「
略
略
」の
例
と
し
て
は
、以
下
の『
広
弘
明
集
』中
の
一
例
の
み
を
確
認
で
き
た
。「
略
」

字
の
連
続
す
る
例
は
三
五
例
に
上
る
こ
と
か
ら
、「
略
」
字
そ
の
も
の
は
仏
典
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、畳
語
「
略
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略
」
と
し
て
の
例
は
少
な
い
様
で
あ
る
。

○
道
宣
『
広
弘
明
集
』
巻
第
三
〇
統
帰
篇
第
一
〇
「
五
月
長
斎
詩
」（
部
分
）［『
大
蔵
経
』］

罩
牢
妙
傾
玄　
　

罩た
く
ら
う牢

は　

妙
に
し
て
玄
に
傾
く
も

絶
致
由
近
臧　
　

絶
致
は　

臧
に
近
づ
く
に
由よ

る

略
略
微
容
簡　
　

略
略
と
し
て　

微
容　

簡
に
し
て

八
言
振
道
綱　
　

八
言　

道
綱
を
振
る
ふ

　

※
訓
読
は
望
廬
会
（
二
〇
一
三
）
に
よ
る

こ
の「
五
月
長
斎
詩
」は
東
晋
の
僧
、支
遁
に
よ
る
五
言
詩
で
、先
に『
文
草
』の「
約
略
」の
例
と
し
て
挙
げ
た『
文
草
』五
二「
五
月
、

長
斎
畢
、
書
懐
簡
諸
同
舎
。」
と
同
じ
く
、
仏
事
で
あ
る
「
長
斎
」
が
題
材
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
引
用
部
分
は
「
維
摩
詰
の
語
る

言
葉
の
特
徴
を
述
べ
」（
望
廬
会（
二
〇
一
三
））て
い
る
内
容
と
さ
れ
、「
略
略
微
容
簡
、八
言
振
道
綱
」は
維
摩
詰
の
言
葉
が「
微
容
」（
意

味
は
「
奥
深
く
」
望
廬
会
（
二
〇
一
三
）
よ
り
、
以
下
同
じ
）
且
つ
「
簡
」（「
簡
明
」）
で
、「
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
で
仏
の
理
の
綱

要
を
盛
ん
に
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
。」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
略
略
」
に
つ
い
て
は
「
簡
略
、
簡
明
な
さ
ま
を
い
う
か
。
こ

の
意
味
で
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。」（
望
廬
会
（
二
〇
一
三
））
と
注
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
簡
略
の
意
に
つ
い
て
は
同

句
末
に
「
簡
」
と
表
現
が
あ
り
、「
略
略
」
も
簡
略
の
意
味
と
す
る
の
は
「
簡
」
と
重
複
に
な
っ
て
し
ま
う
嫌
い
が
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
こ
の
「
略
略
」
は
副
詞
的
に
「
ほ
ぼ
。
大
体
。」
と
解
し
て
、「
略ほ

ぼ略
微
容
簡
に
し
て
、
八
言　

道
綱
を
振
る
ふ
」
と
訓

じ
た
方
が
意
味
が
通
じ
や
す
い
と
考
え
る
。
こ
の
様
に
、
副
詞
「
ほ
ぼ
」
の
用
法
と
捉
え
れ
ば
、
句
頭
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
も
含

め
て
『
後
集
』
の
「
略
〻
」
例
の
類
例
と
し
て
こ
の
『
広
弘
明
集
』
の
例
を
考
え
る
事
が
で
き
る
。
た
だ
、
畳
語
「
略
略
」
と
し
て
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確
認
で
き
た
の
は
、『
大
蔵
経
』
中
で
も
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
事
か
ら
、
仏
教
語
と
し
て
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で
は

な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

以
上
、『
文
草
』『
後
集
』
に
お
け
る
「
略
」
字
の
用
例
と
、中
国
文
献
の
「
略
略
」
例
を
仏
典
を
含
め
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、『
後
集
』

の
「
略
〻
」
に
つ
い
て
は
、寺
塔
を
望
む
情
景
で
用
い
ら
れ
て
い
る
点
、『
文
草
』『
後
集
』
中
の
「
約
略0

」「
略0

説
」「
略
達0

」
と
い
っ

た
「
略
」
字
を
用
い
た
熟
語
が
、「
略
〻
」
も
含
め
五
例
中
四
例
仏
教
に
関
わ
る
内
容
で
用
い
ら
れ
て
い
た
点
、
中
国
例
に
は
仏
典

を
含
め
殆
ど
類
例
が
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ら
を
典
拠
と
し
た
可
能
性
も
低
い
と
考
え
ら
れ
る
点
か
ら
、
道
真
は
仏
教
関
連
の
修
飾
語
と

し
て
認
識
し
て
い
た
「
略
」
を
、
独
自
に
畳
語
化
し
て
「
略
略
」
と
し
て
用
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
い
。
つ
ま
り
、
畳
語

「
略
略
」
は
道
真
が
中
国
の
先
行
例
に
拠
ら
ず
に
用
い
た
畳
語
と
言
え
る
が
、中
国
で
も
先
掲
の
『
全
唐
詩
』
の
陳
羽
や
『
広
弘
明
集
』

の
支
遁
に
よ
る
類
例
が
少
な
い
な
が
ら
確
認
で
き
る
た
め
、
本
邦
で
し
か
通
じ
な
い
和
習
的
な
語
彙
と
は
言
え
な
い
と
考
え
た
い
。

三
―
五
、
ま
と
め　

―
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
仏
教
語
由
来
の
畳
語

以
上
、仏
教
語
由
来
と
考
え
ら
れ
る『
文
草
』『
後
集
』畳
語
と
し
て「
在
在
」「
代
代
」「
分
分
」「
略
略
」の
四
語
を
見
て
き
た
。
ま
ず
、

「
在
在
」
と
「
代
代
」
に
つ
い
て
は
、『
全
唐
詩
』
等
に
も
用
例
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
仏
典
に
用
例
が
よ
り
多
く
見
ら
れ
、
更
に
両

語
共『
文
草
』『
後
集
』中
で
は
願
文
に
初
例
が
あ
る
た
め
、本
稿
と
し
て
は
仏
教
語
を
詩
に
も
応
用
し
た
語
で
あ
る
と
推
測
し
た
。「
分

分
」
に
つ
い
て
も
仏
典
に
一
〇
例
以
上
の
用
例
が
確
認
で
き
た
が
、
仏
典
以
外
に
は
今
回
の
調
査
で
は
用
例
を
一
例
も
確
認
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
典
拠
は
仏
教
語
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。「
略
略
」
に
つ
い
て
は
、
仏
典
に
お
い
て
も
用
例
は
一
例
し
か
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確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、『
後
集
』
に
て
寺
院
を
望
む
内
容
の
詩
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、ま
た
「
略
」
字
の
使
用
が
『
文
草
』『
後

集
』
中
で
仏
教
に
関
わ
る
作
品
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
語
と
し
て
の
性
質
の
あ
る
「
略
」
を
、
道
真
が
畳
語
化
し
て
用

い
た
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
四
語
は
、
共
通
し
て
『
全
唐
詩
』
に
類
例
が
ほ
ぼ
無
く
、
中
国
で
は
詩
語
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
様
で
あ

る
。
四
語
の
内
「
在
在
」
の
み
、
後
世
の
宋
代
の
詞
で
も
用
例
が
確
認
で
き
た
が
、「
代
代
」「
分
分
」「
略
略
」
は
宋
代
で
も
韻
文

に
お
け
る
類
例
は
確
認
で
き
ず
、
時
代
が
降
っ
て
も
詩
語
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
真
が
こ
れ
ら
の
仏
教
語
と
見

ら
れ
る
畳
語
を
詩
に
用
い
た
の
は
、
詩
に
対
す
る
中
国
本
土
と
の
語
的
感
覚
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
中
国
で
も

看
過
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
仏
教
語
さ
え
も
詩
に
工
夫
し
て
詠
み
込
ん
だ
、
道
真
詩
の
語
彙
の
博
捜
ぶ
り
を
示
す
例
と
捉
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
唐
代
口
語
由
来
の
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
畳
語

本
章
で
は
、『
文
草
』『
後
集
』
の
畳
語
の
中
で
、
唐
代
の
口
語
が
由
来
と
考
え
ら
れ
た
二
語
「
顆
顆
」「
荒
荒
」
に
つ
い
て
、
そ

の
用
例
の
詳
解
と
典
拠
に
つ
い
て
述
べ
る
。

四
―
一
、【
顆
顆
】

　

用
例
数
『
後
集
』
１
例
（
名
詞
）、『
全
唐
詩
』
１
例
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辞
書
語
釈
『
大
漢
』「
一
粒
一
粒
に
。」、『
漢
詞
』
項
無
し
、『
日
国
』「
ひ
と
粒
ひ
と
粒
。」

「
顆
顆
」
に
つ
い
て
は
『
漢
詞
』
に
熟
語
と
し
て
立
項
が
な
く
、
中
国
に
お
い
て
は
例
の
少
な
い
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
道
真
例
を
見
て
い
く
。

◎
『
後
集
』
四
八
九
「
白
微
霰
。」（
後
略
）『
日
国
』
所
引

如
砕
如
黏
取
貌
難　
　

如も

し
は
砕く
だ

け
如も

し
は
黏
ね
や
か

り
て　

貌
か
た
ち

を
取と

る
こ
と
難か
た

し

被
風
吹
結
雪
相
搏　
　

風か
ぜ

に
吹ふ

き
結
む
す
ば

れ
て　

雪ゆ
き
あ
ひ相

搏ま
ろ
がす

麞
牙
米
簛
声
〻
脆　
　

麞し
や
う
が牙　

米よ
ね

簛ひ

て　

声こ
ゑ
ご
ゑ声

脆も
ろ

し

龍
頷
珠
投
顆
〻
寒　
　

龍
り
よ
う
が
む頷　

珠た
ま

投な
げ
うち

て　

顆く
わ
く
わ顆

寒さ
む

し

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

　
［
頭
注
］（
句
）「
霰
が
一
粒
一
粒
寒
い
ひ
び
き
を
た
て
る
の
は
竜
の
頷
の
下
に
あ
る
と
い
う
千
金
の
珠
を
投
げ
る
よ
う
だ
。」

こ
れ
は
題
に
も
あ
る
と
お
り
、
霰
の
降
る
情
景
を
詠
ん
だ
一
首
で
あ
る
。「
声
〻
」「
顆
〻
」
の
畳
対
を
含
む
第
三
・
四
句
は
『
和

漢
朗
詠
集
』
冬
・
霰
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
評
価
が
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
顆
顆
」
は
、
霰
を
龍
の
首
元
の
珠
（
龍
頷
珠
）
に

見
立
て
、
そ
の
「
一
粒
一
粒
」
が
、
と
の
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
顆
」
の
字
義
「
つ
ぶ
」（『
大
漢
』）
に
基
づ
く
表
現
で

あ
り
、
現
代
語
で
訓
む
と
す
れ
ば
「
つ
ぶ
つ
ぶ
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
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次
に
中
国
例
を
見
て
い
く
が
、
ま
ず
『
全
唐
詩
』
で
は
以
下
の
一
例
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
二　

趙
鸞
鸞
「
檀
口
」（
全
文
）

銜
杯
微
動
桜
桃
顆　

杯
を
銜
み
て
微
か
に
動
く　

桜
桃
の
顆

咳
唾
軽
飄
茉
莉
香　

咳
唾
す
れ
ば
軽
く
飄
ふ
茉
莉
の
香

曾
見
白
家
樊
素
口　

曾
て
白
家
に
見
し
樊
素
の
口

瓠
犀
顆
顆
綴
榴
芳　

瓠
犀
の
顆
顆　

榴
芳
を
綴
る

作
者
の
趙
鸞
鸞
は
「
妓
」（
平
岡
武
夫
（
一
九
六
〇
））
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
詳
し
い
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
今

回
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
転
句
に
登
場
す
る
「
樊
素
」
は
「
唐
の
白
居
易
の
妾
の
名
。
よ
く
笑
ふ
。」（『
大
漢
』）
で
あ
り
、
つ

ま
り
こ
の
詩
は
白
居
易
活
躍
以
後
の
作
で
あ
る
と
言
え
る
。「
顆
顆
」
に
係
る
「
瓠こ

犀さ
い

」
は
「
ひ
さ
ご
の
中
の
さ
ね
。
美
人
の
な
ら

び
の
よ
い
白
い
歯
の
喩
。」（『
大
漢
』）
で
あ
り
、「
顆
顆
」
は
そ
の
歯
一
つ
一
つ
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
歯
に
係
る
用

例
と
な
る
が
、『
後
集
』
例
で
「
顆
顆
」
が
係
る
の
は
霰
な
の
で
、
物
の
見
立
て
と
し
て
は
同
じ
用
法
で
あ
る
が
、
対
象
が
歯
と
霰

で
は
や
や
異
な
る
と
言
え
る
。

唐
代
ま
で
の
中
国
文
献
の
「
顆
顆
」
例
と
し
て
は
、『
全
唐
詩
』
以
外
を
含
め
、
今
回
こ
の
趙
鸞
鸞
の
一
例
し
か
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、
こ
の
他
仏
典
に
お
け
る
道
真
以
前
の
用
例
と
し
て
、『
大
蔵
経
』
で
は
以
下
の
二
例
を
確
認
で
き
た
。
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○
『
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』（
部
分
）［『
大
蔵
経
』］

十
三
丈
六
紫
金
容　
　

十
三　

丈
六
紫
金
の
容

真
化
由
来
不
二
縦　
　

真
化　

不
二
の
縦
に
由
来
す

但
使
随
心
観
了
了　
　

但
だ
随
心
せ
し
め
て　

観
了
了
た
り

法
身
妙
相
自
顆
顆　
　

法
身　

妙
相　

自
か
ら
顆
顆
た
り

○
『
一
切
経
音
義
』
巻
第
一
三
（
部
分
）［『
大
蔵
経
』］

計
直
可
当
四
百
銭
一
顆
金
也　
　

計
直
四
百
銭
一
顆
金
に
当
る
べ
き
な
り

一
切
有
部
律
中
説　
　
　
　
　
　

一
切
部
律
中
に
説
有
り

亦
与
此
同
其
金　
　
　
　
　
　
　

亦　

此
と
同
じ　

そ
の
金

顆
顆
円
大
如
江
豆
也　
　
　
　
　

顆
顆
円
大
に
し
て
江
豆
の
ご
と
し

二
例
目
に
「
其
金
顆
顆
円0

大
」
と
あ
る
様
に
、意
味
と
し
て
は
「
つ
ぶ
」
等
の
丸
い
物
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、畳
語
「
顆
顆
」

の
確
か
な
用
例
と
言
え
る
。
た
だ
、
両
例
と
も
『
後
集
』
例
の
係
る
霰
と
は
対
象
が
近
似
し
て
い
な
い
様
に
思
わ
れ
る
た
め
、
典
拠

と
し
て
の
関
連
は
薄
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
時
代
が
降
っ
た
用
例
と
し
て
は
、『
唐
宋
詞
』
に
計
一
八
例
、『
宋
詩
』
に
計
四
例
の
「
顆
顆
」
例
を
確
認
で
き
た
。
以
下
、

北
宋
期
の
李
遵
勗
と
柳
永
の
二
例
を
挙
げ
る
。
題
名
の
丸
括
弧
内
は
詞
牌
名
で
あ
る
。
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○
李
遵
勗
「
無
題
（
望
漢
月
）」（
後
略
）［『
唐
宋
詞
』］

黄
菊
一
叢
臨
砌　
　
　

黄
菊
の
一
叢
砌
に
臨
み

顆
顆
露
珠
装
綴　
　
　

顆
顆
た
る
露
珠　

装
ひ
綴
る

独
教
冷
落
向
秋
天　
　

独
り
秋
天
に
向
か
ひ
冷
落
せ
し
め

恨
東
君
不
曾
留
意　
　

東
君
の
曾
て
意
に
留
め
ざ
る
を
恨
み

○
柳
永
「
二
首
之
一
（
甘
草
子
）」（
後
略
）『
佩
』
所
引
［『
唐
宋
詞
』］

秋
暮　

乱
灑
衰
荷　
　

秋
暮　

乱
灑
荷
を
衰
ひ

顆
顆
真
珠
雨　
　
　
　

顆
顆
た
り
真
珠
の
雨

雨
過
月
華
生　
　
　
　

雨
過
ぎ
て
月
華
生
じ

冷
徹
鴛
鴦
浦　
　
　
　

冷
徹
た
り
鴛
鴦
の
浦

二
例
共
「
露
珠
」「
真
珠
雨
」
と
い
っ
た
露0

や
雨
を
「
顆
顆
」
と
表
現
し
て
お
り
、
霰
を
表
し
た
『
後
集
』
の
「
顆
顆
」
と
用
法

が
近
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。『
後
集
』
例
と
宋
代
の
例
で
用
法
が
近
く
、
何
ら
か
の
先
行
す
る
典
拠
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
道
真
以
前
の
中
国
例
、
つ
ま
り
宋
代
の
「
顆
顆
」
の
典
拠
に
も
な
る
、
雨
や
霰
に
「
顆
顆
」
が
掛
け
て

用
い
ら
れ
た
中
国
文
献
に
お
け
る
先
行
例
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

作
品
の
成
立
年
代
と
し
て
は
宋
代
の
例
よ
り
も
『
後
集
』
例
が
先
だ
が
、
宋
の
人
物
が
『
後
集
』
の
詩
を
典
拠
に
「
顆
顆
」
を
用
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い
た
事
は
考
え
に
く
く
、
本
稿
と
し
て
は
、
唐
代
以
前
に
今
回
明
ら
か
に
出
来
な
か
っ
た
道
真
詩
と
宋
詩
詞
に
共
通
す
る
「
顆
顆
」

の
典
拠
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

四
―
二
、【
荒
荒
】

　

用
例
数
『
後
集
』
１
例
（
形
容
動
詞
）、『
全
唐
詩
』
４
例

　

辞
書�

語
釈
『
大
漢
』「
う
す
ぐ
ら
い
さ
ま
。
暗
淡
た
る
さ
ま
。」、『
漢
詞
』「
蕭
条；

冷
落
。」、『
日
国
』「
荒
れ
果
て
て
い
る
さ
ま
。

う
す
ぐ
ら
く
荒
涼
と
し
た
さ
ま
。」

「
荒
」
の
基
本
字
義
は
「
あ
れ
る
。」（『
大
漢
』）
だ
が
、「
荒
荒
」
に
つ
い
て
は
、『
大
漢
』
語
釈
の
様
に
「
う
す
ぐ
ら
い
さ
ま
。」

と
明
暗
を
表
現
す
る
語
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
ず
道
真
例
か
ら
見
て
い
く
。

◎
『
後
集
』
四
八
四
「
敍
意
一
百
韻
。」（
部
分
）

悔
忠
成
甲
冑　
　

忠ち
う

の　

甲か
ふ
ち
う冑
と
成な

ら
む
こ
と
を
悔く

ゆ

悲
罰
痛
戈
鋋　
　

罰ば
つ

の　

戈く
わ
せ
ん鋋
よ
り
も
痛
た
へ
が
たき
こ
と
を
悲か
な

し
ぶ

璅
〻
黄
茅
屋　
　

璅さ
う

璅さ
う

た
り　

黄
く
わ
う
ば
う茅
の
屋や

荒
〻
碧
海
壖　
　

荒
く
わ
う

荒く
わ
うた
り　

碧へ
き
か
い海
の
壖
み
ぎ
は

吾
廬
能
足
矣　
　

吾わ

が
廬り
よ　

能よ

く
足た

ん
な
む
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此
地
信
終
焉　
　

此こ

の
地
と
こ
ろ　

信
ま
こ
と
に
焉こ
こ

に
終を
は

ん
な
む

　

※
訓
読
は
『
川
口
大
系
』
に
よ
る
。

　
［
頭
注
］「
う
す
ぐ
ら
い
さ
ま
。
暗
澹
た
る
さ
ま
。
あ
さ
ま
し
く
も
の
す
ご
い
さ
ま
。」

　
［�

補
注�
］「「
荒
荒
」
は
、
杜
甫
の
漫
成
詩
に
「
野
日
荒
荒
白
、
春
流
泯
泯
清
」、
注
に
「
王
洙
曰
、
一
云
茫
茫
」
と
あ
る
。「
荒
〻
」、

広
兼
本
「
茫
〻
」
に
作
る
。」

こ
れ
は
謫
居
に
お
け
る
大
作
と
し
て
名
高
い
四
八
四
「
敍
意
一
百
韻
。」
中
の
一
節
で
、
引
用
頭
の
「
悔
忠
成
甲
冑
、
悲
罰
痛
戈

鋋
」
が
百
聯
中
の
九
十
五
聯
目
に
当
た
る
最
終
盤
で
あ
る
。『
川
口
大
系
』
頭
注
に
て
「
荒
〻
」
は
「
う
す
ぐ
ら
い
」「
暗
澹
た
る
」

と
解
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
は
『
大
漢
』
の
「
荒
荒
」
の
語
釈
「
う
す
ぐ
ら
い
さ
ま
。」
に
も
合
致
し
て
い
る
。
た
だ
、本
稿
と
し
て
は
、

こ
の
『
後
集
』
四
八
四
の
「
荒
〻
」
は
、
負
の
情
景
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、『
日
国
』
の
語
釈
「
荒
れ
果
て
て
い
る
さ
ま
。」
の

様
に
、「
う
す
ぐ
ら
い
」
と
い
う
光
の
暗
さ
で
は
な
く
、単
に
「
荒
れ
た
」
意
味
と
し
て
捉
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

な
お
、
引
用
し
た
『
川
口
大
系
』
補
注
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
荒
〻
」
に
は
「
茫
〻
」
に
作
る
異
文
も
あ
る
が
、
そ
の
検
討

に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
別
稿
を
期
し
、
本
稿
で
は
「
荒
〻
」
と
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。

ま
ず
は
中
国
の
「
荒
荒
」
例
を
確
認
す
る
。『
全
唐
詩
』
に
は
四
例
確
認
で
き
た
の
で
、
以
下
成
立
年
代
順
に
見
て
い
く
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
二
二
六　

杜
甫
「
漫
成
、
二
首
之
一
」（
後
略
）『
川
口
大
系
』・『
大
漢
』・『
漢
詞
』・『
佩
』・『
日
国
』
所
引

野
日
荒
荒
白　
　

野
日
荒
荒
と
白
く
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春
流
泯
泯
清　
　

春
流
泯
泯
と
清
し

渚
蒲
随
地
有　
　

渚
蒲　

地
に
随
ふ
有
り

村
径
逐
門
成　
　

村
径　

門
を
逐
ひ
て
成
る

一
例
目
、つ
ま
り
『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
「
荒
荒
」
初
例
は
こ
の
杜
甫
の
五
言
詩
で
、こ
の
詩
は
『
川
口
大
系
』
補
注
で
も
『
後
集
』

の
「
荒
〻
」
例
の
典
拠
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
今
回
参
照
し
た
辞
書
類
全
て
に
お
い
て
も
「
荒
荒
」
の
初
例
と
し
て
引
か
れ
て

い
た
。
用
法
と
し
て
は
「
野
日
」
を
修
飾
し
て
お
り
、
ま
た
「
白
」
と
い
う
色
も
描
写
さ
れ
、
日
の
光
の
様
子
を
表
現
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
『
大
漢
』
に
お
け
る
「
荒
荒
」
の
「
う
す
ぐ
ら
い
」「
暗
淡
」
と
い
う
解
釈
は
、こ
の
杜
詩
の
用
例
が
元
に
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、『
後
集
』
の
「
荒
〻
」
例
は
、
こ
の
杜
詩
の
「
野
日
」、
つ
ま
り
光
に
係
る
例
と
は
異
な
り
、「
碧
海
壖
」

と
い
う
場
所
に
係
っ
て
い
る
た
め
、
杜
詩
の
様
に
「
う
す
ぐ
ら
い
」
と
い
う
暗
さ
の
表
現
と
し
て
捉
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。
続
い
て
、
杜
甫
以
降
の
『
全
唐
詩
』
の
「
荒
荒
」
例
を
見
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
三　

薛
濤
「
賊
平
後
上
高
相
公
」（
全
文
）

驚
看
天
地
白
荒
荒　
　

天
地
を
驚
き
看
れ
ば
白
く
荒
荒
た
り

瞥
見
青
山
旧
夕
陽　
　

青
山
を
瞥
見
す
れ
ば
旧
び
た
る
夕
陽

始
信
大
威
能
照
映　
　

始
め
大
威
を
信
ず
れ
ば
能
く
照
映
し

由
来
日
月
借
生
光　
　

日
月
に
由
来
し
生
光
を
借
る

○
『
全
唐
詩
』
巻
六
三
四　

司
空
図
「
詩
品
二
十
四
則
、
雄
渾
」（
部
分
）
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具
備
万
物　
　

万
物
を
具
備
し

横
絶
太
空　
　

太
空
を
横
絶
す

荒
荒
油
雲　
　

荒
荒
た
る
油
雲

寥
寥
長
風　
　

寥
寥
た
る
長
風

○
『
全
唐
詩
』
巻
六
三
四　

司
空
図
「
詩
品
二
十
四
則
、
流
動
」（
部
分
）

荒
荒
坤
軸　
　

荒
荒
た
る
坤
軸

悠
悠
天
枢　
　

悠
悠
た
る
天
枢

載
要
其
端　
　

載
ち
其
の
端
を
要
し

載
同
其
符　
　

載
ち
其
の
符
を
同
じ
う
す

一
例
目
の
薛
濤
の
例
は
、杜
詩
の
「
野
日
荒
荒
白
」
と
同
じ
く
「
白
」
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、こ
の
薛
濤
例
は
「
白
」
が
「
荒

荒
」
の
前
に
付
く
の
に
対
し
、杜
詩
で
は
「
白
」
が
後
に
来
て
お
り
語
順
は
異
な
る
。
ま
た
三
例
と
も
杜
詩
の
「
野
日
」
と
異
な
り
、

「
天
地
」・「
油
雲
」（「
盛
に
わ
き
起
つ
た
雲
」『
大
漢
』）・「
坤
軸
」（「
地
軸
」『
大
漢
』）
と
い
う
実
体
の
あ
る
景
色
に
係
っ
て
お
り
、

「
碧
海
壖
」
に
係
る
『
後
集
』
例
に
近
い
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
薛
濤
の
例
に
つ
い
て
は
、「
白
」
と
も
あ
り
杜
詩
と
同
じ
光

の
加
減
を
表
す
用
法
と
も
取
れ
る
。
司
空
図
の
二
例
に
つ
い
て
は
、『
後
集
』
の
「
荒
荒
」
と
同
じ
く
句
頭
に
置
か
れ
た
用
例
で
あ
り
、

文
法
的
に
も
類
似
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

以
上
、『
全
唐
詩
』
の
「
荒
荒
」
例
を
見
て
き
た
が
、
杜
甫
の
例
は
「
野
日
」
と
い
う
光
を
修
飾
す
る
た
め
、「
碧
海
壖
」
を
修
飾
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す
る
『
後
集
』
例
と
は
情
景
が
類
似
し
て
お
ら
ず
、
典
拠
と
し
て
は
や
や
関
連
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
類
似
す
る
用
例
と
し

て
は
司
空
図
の
例
が
確
認
で
き
た
が
、
司
空
図
は
道
真
と
生
没
年
が
ほ
ぼ
同
じ
晩
唐
の
人
物
で
あ
り
、
道
真
が
そ
の
作
品
を
参
考
に

出
来
た
か
は
確
実
と
は
言
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

道
真
以
前
の
「
荒
荒
」
の
中
国
例
と
し
て
は
、
今
回
以
上
の
『
全
唐
詩
』
で
の
四
例
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
宋
代
に
お
い

て
は
「
荒
荒
」
の
用
例
は
『
唐
宋
詞
』
に
八
例
（
五
代
十
国
期
一
例
、宋
代
七
例
）、『
宋
詩
』
に
四
例
確
認
で
き
た
。
以
下
『
唐
宋
詞
』

の
一
例
と
『
宋
詩
』
の
二
例
を
挙
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
作
者
の
活
躍
し
た
年
代
も
記
載
し
た
。

○
易
静
（
五
代
十
国
）「
占
月
第
十
二�

其
十
六
（
兵
要
望
江
南
）」（
全
文
）［『
唐
宋
詞
』］

太
平
夕　

月
破
作
三
分　
　

太
平
の
夕
べ　

月
破
れ
て
三
分
を
作
す

四
海
荒
荒
興
叛
逆　
　
　
　

四
海
荒
荒
と
し
て　

叛
逆
を
興
し

都
縁
人
主
寵
奢
昏　
　
　
　

都
縁
の
人
主　

寵
奢
昏
く

草
寇
輒
称
尊　
　
　
　
　
　

草
寇　

輒
ち
称
尊
す

○
晁
説
之
（
北
宋
）「
四
顧
」（
後
略
）［『
宋
詩
』］

四
顧
荒
荒
孰
我
容　
　

四
顧
荒
荒
と
し
て
孰
く
に
か
我
を
容
れ
ん

百
為
深
省
亦
何
従　
　

百
た
び
深
省
を
為
し
て
亦
何
に
か
従
は
ん

江
山
風
雨
愁
皆
満　
　

江
山
の
風
雨　

愁
ひ
皆
満
ち

天
地
波
濤
恨
未
窮　
　

天
地
の
波
濤　

恨
み
未
だ
窮
ま
ら
ず
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○
楊
万
里
（
南
宋
）「
霜
暁
」（
全
文
）『
佩
』
所
引
［『
宋
詩
』］

荒
荒
痩
日
作
秋
暉　
　

荒
荒
た
る
痩
日　

秋
暉
を
作
す

稍
稍
微
暄
破
暁
霏　
　

稍
稍
た
る
微
暄　

暁
霏
を
破
る

只
有
江
楓
偏
得
意　
　

只
だ
江
楓
の
偏
に
意
を
得
る
有
り
て

夜
挼
霜
水
染
紅
衣　
　

夜
に
霜
水
を
挼も

み
て
紅
衣
を
染
む

一
、二
例
目
の
易
静
、晁
説
之
の
例
で
は
「
荒
荒
」
が
「
四
海
」、「
四
顧
」（
周
囲
）
と
い
う
実
体
の
あ
る
空
間
に
係
っ
て
お
り
、「
碧

海
壖
」
に
係
る
『
後
集
』
の
用
法
と
通
じ
る
と
言
え
る
。
三
例
目
の
楊
万
里
の
例
は
「
痩
日
」
に
係
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
光
に
係

る
杜
甫
の
「
荒
荒
」
例
に
近
い
と
言
え
る
。「
荒
荒
」
に
つ
い
て
は
、杜
甫
例
と
同
じ
く
光
に
係
る
「
う
す
ぐ
ら
い
」
意
味
の
用
法
と
、

場
所
・
空
間
に
係
り
単
純
に
「
荒
れ
た
」
意
味
を
表
す
用
法
の
少
な
く
と
も
二
つ
の
用
法
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
今
回
の
「
荒
荒
」
の
調
査
で
は
、
ま
ず
杜
甫
の
詩
に
用
例
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、「
野
日
」
と
い
う
光
を
修
飾
す
る
用
法

で
あ
り
、「
碧
海
壖
」
に
係
る
『
後
集
』
で
の
例
と
は
意
味
用
法
が
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、『
後
集
』
の
「
荒
荒
」

の
類
例
と
し
て
は
、
晩
唐
の
司
空
図
や
五
代
十
国
期
の
易
静
と
い
っ
た
、
同
時
代
以
降
の
例
の
み
が
確
認
で
き
た
も
の
の
、『
後
集
』

例
と
そ
れ
ら
同
時
代
以
降
の
中
国
例
の
元
と
な
る
先
行
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
と
し
て
は
、
こ
の
杜
甫
例
と
は
異
な
る
単

純
に
「
荒
れ
た
」
意
味
を
表
す
「
荒
荒
」
の
用
法
に
は
、
道
真
以
前
に
今
回
確
認
で
き
な
か
っ
た
何
ら
か
の
典
拠
が
存
在
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。
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四
―
三
、
ま
と
め　

―
「
顆
顆
」「
荒
荒
」
の
典
拠
に
つ
い
て

『
後
集
』
の
「
顆
顆
」
と
「
荒
荒
」
の
例
に
つ
い
て
、
中
国
に
お
け
る
典
拠
の
調
査
を
進
め
て
き
た
。
結
果
と
し
て
は
、
二
語
と

も
に
道
真
以
前
で
は
類
似
す
る
用
法
の
中
国
例
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
道
真
の
同
時
代
以
降
で
は
複
数
の
類
例
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
、
中
国
に
は
同
時
代
か
ら
後
世
に
の
み
類
例
が
確
認
で
き
る
点
か
ら
、
本
稿
と
し
て
は
、「
顆
顆
」「
荒
荒
」

は
道
真
以
前
か
ら
中
国
に
お
い
て
口
語
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、『
後
集
』
例
と
そ
れ
以
降
の
中
国
の
用
例
は
、
そ
の
口
語
を
取
り

入
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
い
。

道
真
詩
に
お
け
る
唐
代
の
口
語
表
現
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
静
永
健
氏
が
以
下
の
様
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

菅
公
の
詩
歌
に
見
え
る
数
々
の
口
語
表
現
は
、
白
居
易
に
そ
の
用
法
を
学
び
、
単
に
当
時
の
〈
生
き
た
漢
語
〉
を
習
得
す
る
だ

け
に
止
ま
ら
ず
、
更
に
軽
妙
洒
脱
な
使
い
方
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。（
静
永
（
二
〇
〇
三
）、
傍
線
筆
者
）

「
顆
顆
」「
荒
荒
」
に
は
白
居
易
の
用
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、「
口
語
表
現
は
、
白
居
易
に
そ
の
用
法
を
学
び
」
と
い
う

特
徴
は
異
な
る
が
、
静
永
（
二
〇
〇
三
）
に
お
い
て
道
真
詩
中
の
「
口
語
表
現
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
呵
手
」
に
つ
い
て
、

宋
代
の
詩
詞
の
用
例
を
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
「
顆
顆
」「
荒
荒
」
も
宋
代
詩
詞
に
用
例
が
あ
る
た
め
同
様
の
特
徴
を
持
っ
て

い
る
と
言
え
る
。
口
語
は
文
献
と
し
て
残
さ
れ
な
い
た
め
、
用
例
と
し
て
の
証
拠
が
無
い
も
の
の
、
本
邦
の
道
真
に
よ
る
『
後
集
』

の
用
例
と
、
そ
れ
と
関
連
し
得
な
い
同
時
代
以
降
の
中
国
例
に
同
じ
用
法
の
語
彙
が
存
在
す
る
と
い
う
状
況
か
ら
、
本
稿
で
は
「
顆
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顆
」
と
「
荒
荒
」
に
つ
い
て
、
唐
代
の
口
語
を
典
拠
と
す
る
語
彙
な
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
し
た
い
。

ま
た
、
松
尾
（
一
九
九
〇
）
で
は
、『
文
草
』『
後
集
』
中
の
詩
に
お
け
る
「
口
語
と
し
て
検
討
す
べ
き
も
の
」
と
し
て
、
計
九
九

語
の
表
現
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、そ
の
内
畳
語
で
は
「
呵
呵
」
と
「
騰
騰
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
上
「
呵
呵
」「
騰
騰
」

の
考
察
は
別
稿
を
期
す
こ
と
と
し
た
い
が
、「
道
真
の
詩
中
の
口
語
表
現
は
、
唐
の
詩
人
の
作
品
の
一
般
に
比
べ
、
か
な
り
多
い
」（
松

尾
（
一
九
九
〇
））
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
畳
語
に
つ
い
て
も
、
出
典
と
し
て
唐
代
口
語
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
調
査

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
顆
顆
」「
荒
荒
」
に
つ
い
て
は
、
松
尾
（
一
九
九
〇
）
で
は
「
口
語
と
し
て
検
討
す

べ
き
も
の
」
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

道
真
は
、
唐
代
の
例
が
文
献
に
残
ら
な
い
様
な
口
語
俗
語
的
な
語
彙
を
も
正
確
に
摂
取
し
、
作
品
に
応
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
語
彙
は
、
唐
以
前
の
中
国
例
を
調
査
し
た
だ
け
で
は
類
例
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
た
め
、
と
も
す
れ
ば
和
習
的
語
彙
と

判
断
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
後
世
の
中
国
例
も
確
認
す
る
こ
と
で
、
実
際
は
中
国
に
お
い
て
も
通
用
す
る
正
格
な
漢
語

で
あ
っ
た
事
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
本
邦
漢
詩
漢
文
の
語
彙
調
査
に
お
い
て
、
中
国
典
拠
を
確
認
す

る
際
、
先
行
例
の
み
な
ら
ず
、
後
世
の
中
国
例
の
確
認
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
回
唐
代
の
口
語
に
由
来
す
る
と
考

え
た
「
顆
顆
」「
荒
荒
」
は
、
共
に
謫
居
中
の
作
品
を
集
め
た
『
後
集
』
中
に
用
例
が
あ
る
た
め
、
道
真
は
配
流
後
も
口
語
漢
語
、
つ

ま
り
当
時
の
生
の
中
国
語
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
、
も
し
く
は
、
既
に
道
真
自
身
が
母
語
話
者
と
接
せ
ず
と
も
口
語
漢
語
を
駆
使
で

き
る
ほ
ど
に
中
国
語
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

五
、
今
後
の
課
題
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本
稿
で
は
、
仏
教
語
の
用
例
調
査
に
お
い
て
『
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス2018

』
を
使
用
し
た
が
、
こ
れ
に
は
道
真
よ
り

後
世
の
文
献
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
道
真
が
参
考
に
で
き
た
仏
典
に
つ
い
て
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
道

真
作
品
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
仏
典
は
具
体
的
に
何
で
あ
っ
た
の
か
、
今
後
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
他
の
語
彙
か
ら
も
考
察

を
進
め
て
み
た
い
。

ま
た
、『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
に
は
詩
に
お
い
て
も
仏
教
語
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、
今
後
の

語
彙
の
典
拠
調
査
で
は
『
全
唐
詩
』
や
そ
の
他
の
中
国
例
と
併
せ
て
、
仏
典
の
用
例
に
も
注
意
し
て
い
き
た
い
。
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